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学園シンボルマーク

イエローは「活力」と「勇気」を表し、三本の柱は
学生・生徒・園児、教職員、同窓生を象徴しています。
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五つの教育目標を象徴しています。
そして、八本の柱が一体となり、東京成徳学園と 
その学園に集う人々のヒューマニティを作り上げる
姿を表現しています。
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巻頭言

一
．
若
者
の
活
躍
と
ス
ポ
ー
ツ
の
力

　

最
近
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
日
本

の
若
者
の
活
躍
が
目
覚
ま
し
い
。
ゴ
ル
フ

メ
ジ
ャ
ー
大
会
（
全
英
・
全
米
）
で
優
勝

の
渋
野
日
向
子
(22)
と
笹
生
優
花

（20）
、
マ
ス

タ
ー
ズ
を
制
覇
し
た
松
山
英
樹
(29)
、
テ
ニ

ス
で
メ
ジ
ャ
ー
大
会
優
勝
の
大
坂
な
お

み
(23)
、
Ｎ
Ｂ
Ａ
ウ
ィ
ザ
ー
ズ
の
八
村
塁

(23)
、
そ
し
て
何
と
言
っ
て
も
Ｍ
Ｌ
Ｂ
エ
ン

ゼ
ル
ス
の
大
谷
翔
平
(27)
を
挙
げ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
、
芸
術
の
分
野

で
も
金
子
扶ふ

み生
(29)
が
英
国
ロ
イ
ヤ
ル
バ

レ
エ
団
の
プ
リ
ン
シ
パ
ル
（
最
高
位
ダ
ン

サ
ー
）
に
５
月
に
抜
擢
さ
れ
た
こ
と
も
大

き
な
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
っ
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
中
、
こ
う
し
た
若
者
の
活
躍
が
私

た
ち
の
心
を
励
ま
し
明
る
く
し
て
く
れ

て
い
る
。
改
め
て
ス
ポ
ー
ツ
や
芸
術
の

持
っ
て
い
る
力
の
大
き
さ
を
感
じ
る
。

　

学
園
関
係
で
も
昨
年
12
月
、
高
校
女
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
部
が
全
国
選
手
権
大
会
で

準
優
勝
の
栄
誉
に
輝
い
た
。
テ
レ
ビ
中
継

で
ご
覧
に
な
っ
た
方
か
ら
、
成
徳
生
ら
し

い
戦
い
ぶ
り
を
褒
め
て
い
た
だ
き
大
変

嬉
し
い
思
い
を
し
た
。
劣
勢
に
な
っ
て
も

「
大
丈
夫
！
」
の
合
言
葉
を
掛
け
合
い
、

最
後
ま
で
諦
め
ず
挑
戦
す
る
姿
に
、
ジ
ー

ン
と
胸
が
熱
く
な
る
感
動
と
爽
や
か
な

後
味
を
く
れ
た
試
合
だ
っ
た
。

二
．
大
谷
選
手
へ
の
賞
賛

　

前
述
の
若
者
の
中
で
は
、
私
は
大
谷
選

手
を
特
に
注
目
し
て
い
る
。
彼
は
ベ
ー
ブ

ル
ー
ス
以
来
の
二
刀
流
を
実
現
し
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
振
る
舞
い
に
注
目

が
集
ま
っ
て
お
り
、
心
優
し
く
愛
さ
れ
る

若
者
と
し
て
ア
メ
リ
カ
で
も
賞
賛
の
的

に
な
っ
て
い
る
。
日
本
の
学
生
ス
ポ
ー
ツ

で
は
、
礼
儀
な
ど
の
精
神
的
な
部
分
が
大

切
に
さ
れ
る
が
、
彼
の
素
晴
ら
し
さ
は
自

然
で
何
気
な
い
振
る
舞
い
の
中
に
、
相
手

や
道
具
に
対
す
る
愛
（
リ
ス
ペ
ク
ト
）
が

感
じ
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
の

野
球
フ
ァ
ン
は
敵
チ
ー
ム
の
選
手
に
対

し
て
厳
し
い
が
、
先
日
彼
が
外
野
の
守
備

に
つ
い
た
時
、
ス
タ
ン
ド
か
ら
の
サ
ン
グ

ラ
ス
の
落
し
物
を
丁
寧
に
返
し
て
あ
げ

た
行
動
は
、
相
手
チ
ー
ム
の
フ
ァ
ン
か
ら

も
拍
手
が
起
き
た
ほ
ど
で
あ
る
。
日
本
の

ネ
ッ
ト
で
は
、「
二
刀
流
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
よ
り
も
、
人
と
し
て
愛
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
日
本
人
と
し
て
嬉
し
い
」
と
ツ

イ
ー
ト
さ
れ
て
い
る
。

　

野
球
だ
け
で
な
く
日
本
の
学
校
に
お

け
る
課
外
活
動
は
教
育
の
一
環
と
し
て

実
施
さ
れ
て
お
り
、
ど
の
競
技
で
も
相
手

へ
の
礼
は
も
ち
ろ
ん
道
具
を
大
切
に
す

る
こ
と
を
教
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
物

を
大
切
に
扱
う
こ
と
が
、
そ
の
道
具
を
心

を
込
め
て
作
っ
て
く
れ
た
人
へ
の
感
謝

と
リ
ス
ペ
ク
ト
の
気
持
ち
に
つ
な
が
る

か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
世

界
中
の
人
々
の
共
感
を
得
る
に
は
、
ド
ラ

イ
な
合
理
性
や
卓
越
し
た
ス
キ
ル
だ
け

で
な
く
、
社
会
で
愛
さ
れ
尊
敬
さ
れ
る
人

間
性
と
行
動
こ
そ
が
最
も
大
切
な
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

本
学
園
が
創
立
90
周
年
に
策
定
し
た

「
東
京
成
徳
ビ
ジ
ョ
ン
100
」
に
於
い
て
、

人
材
育
成
ビ
ジ
ョ
ン
を
「『
成
徳
』
の
精

神
を
持
つ
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
」
と

し
た
の
も
、
こ
う
し
た
若
者
を
育
て
た
い

と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

三
．
東
洋
と
西
洋
の
「
徳
」

　

本
学
の
「
徳
」
の
精
神
は
、
創
立
者
菅

澤
重
雄
の
朱
子
学
の
教
養
に
根
ざ
す
も

の
で
あ
る
が
、
西
欧
で
も
古
く
か
ら
徳

（virtue

）
と
い
う
考
え
が
存
在
し
た
。

古
代
ギ
リ
シ
ア
の
プ
ラ
ト
ン
は
、
知
恵
・

勇
気
・
節
制
の
３
つ
の
部
分
の
調
和
が
と

れ
て
い
る
人
を
正
義
の
人
と
考
え
た
（
四

元
徳
）。

　

ま
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
理
性
的
な

動
物
と
し
て
の
人
間
に
固
有
な
徳
を
知

性
的
な
も
の
と
倫
理
的
な
も
の
に
二
分

し
、
前
者
は
他
人
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
に

よ
り
身
に
付
く
の
に
対
し
、
倫
理
的
な
徳

で
あ
る
勇
気
・
節
制
・
正
義
な
ど
は
、
日
々

の
習
慣
づ
け
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
と

述
べ
て
い
る
。

　

徳
を
道
徳
哲
学
の
主
題
と
し
よ
う
と

す
る
１
９
８
０
年
代
以
降
の
運
動
で
は
、

「
い
か
に
行
為
す
べ
き
か
」
で
は
な
く
、

「
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
」
あ
る
い
は
「
ど

の
よ
う
な
人
間
に
な
る
べ
き
か
」
と
い
う

問
い
を
問
題
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
本
学

園
中
高
の
「
自
分
を
深
め
る
学
習
」
の
授

業
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
大
変
興
味

深
い
。
ま
た
倫
理
的
な
徳
が
日
々
の
習
慣

づ
け
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
と
説
く
と

こ
ろ
は
、
江
戸
時
代
の
陽
明
学
の
学
者
で

あ
る
中
江
藤
樹
の
「
日
常
の
小
善
が
徳
を

成
す
」
と
述
べ
て
い
る
の
と
合
致
し
、
西

洋
と
東
洋
と
の
同
一
の
視
点
が
面
白
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
大
切
な
こ
と

東
京
成
徳
学
園
　
理
事
長
　
木
内
　
秀
樹
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新
井
邦
二
郎
前
学
長
の
後
任
と
し
て
、

こ
の
４
月
よ
り
学
長
職
を
拝
命
い
た
し
ま

し
た
。
前
学
長
の
改
革
の
精
神
を
受
け
継

ぎ
、
自
分
な
り
に
精
一
杯
努
め
る
つ
も
り
で

す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
は
自
己
紹
介
か
ら

　

１
９
４
９
年
（
昭
和
24
年
）
３
月
、
東

京
の
下
町
、上
野
と
浅
草
の
中
間
あ
た
り
、

下
谷
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
千
葉
か
ら
東
京

に
臨
床
心
理
学
科
が
移
転
す
る
こ
と
に
な

り
、
初
め
て
十
条
銀
座
に
足
を
踏
み
入
れ

た
時
、
懐
か
し
い
昭
和
の
雰
囲
気
と
と
も

に
、
子
ど
も
の
こ
ろ
を
思
い
出
し
、
迷
路

の
よ
う
な
商
店
街
を
夢
中
で
歩
き
回
り
ま

し
た
。
現
在
再
開
発
中
の
十
条
駅
西
口
に

は
、
３
年
後
の
２
０
２
４
年
に
は
地
上
40

階
、
高
さ
147
ｍ
の
高
層
ビ
ル
が
建
つ
と
の

こ
と
、
十
条
駅
周
辺
が
ど
の
よ
う
に
変
貌

す
る
の
か
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

　

大
学
の
学
部
は
数
学
科
（
応
用
数
理

学
）、
大
学
院
は
心
理
学
（
実
験
社
会
心

理
学
）
を
専
攻
し
ま
し
た
。
数
学
科
で
は

ひ
た
す
ら
論
理
を
追
っ
て
粘
り
抜
く
耐

久
力
を
身
に
つ
け
た
よ
う
で
す
。
心
理
学

で
は
「
自
然
は
つ
い
に
自
意
識
を
持
つ
に

至
り
、
自
分
自
身
の
存
在
の
根
拠
を
問
う

よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
言
葉
に
深
い
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

筑
波
で
の
院
生
時
代
に
は
東
京
成
徳
大

学
元
学
長
の
海
保
先
生
（
当
時
助
教
授
）

の
ゼ
ミ
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
海
保
ゼ
ミ

は
、先
生
の
気
さ
く
な
人
柄
を
反
映
し
て
、

議
論
も
活
発
で
楽
し
い
思
い
出
が
残
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
大
正
大
学
の
５
年
間

を
挟
ん
で
、
筑
波
大
学
で
30
年
余
り
を
過

ご
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。思
い
返
す
と
、

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。

　

そ
し
て
縁
あ
っ
て
、
東
京
成
徳
大
学
に

お
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
臨
床
心
理
学

科
長
・
応
用
心
理
学
部
長
と
し
て
９
年
、

今
年
（
令
和
３
年
）
よ
り
学
長
と
し
て
勤

め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に	

翻
弄
さ
れ
た
１
年
で
し
た

　

昨
年
の
４
月
３
日
の
入
学
式
の
中
止
、

そ
の
後
の
部
活
動
の
禁
止
、
図
書
館
の
休

館
、
５
月
11
日
に
全
て
の
授
業
を
遠
隔
に

し
て
新
学
期
の
開
始
、
等
々
。
誰
も
が
経

験
し
た
こ
と
の
な
い
遠
隔
（
オ
ン
ラ
イ

ン
）
授
業
で
し
た
が
、
教
職
員
も
学
生
諸

君
も
精
一
杯
取
り
組
み
、
一
体
と
な
っ
て

無
事
乗
り
切
り
ま
し
た
。
今
後
に
繋
が
る

貴
重
な
経
験
に
な
る
で
し
ょ
う
。
前
学
長

の
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
、
教
職
員
の

献
身
的
な
努
力
、
そ
し
て
学
生
諸
君
の
柔

軟
な
適
応
力
に
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を

表
す
る
次
第
で
す
。

　

新
年
度
に
お
い
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
は
未
だ
終
息
の
気
配
を
見
せ
ま

せ
ん
が
、
４
月
６
日
に
は
、
大
学
・
大
学

院
・
短
期
大
学
の
入
学
式
を
例
年
ど
お
り

メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
４
月
12

日
よ
り
「
対
面
授
業
を
基
本
」
と
し
て
新

学
期
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
４
月
25
日
の
３
回
目
の
「
緊
急
事

態
宣
言
」
に
対
し
て
も
、
教
育
活
動
を
中

断
す
る
こ
と
な
く
、
速
や
か
に
「
遠
隔
授

業
」
に
切
替
え
ま
し
た
。
暫
く
は
予
断
を

許
さ
ぬ
状
況
が
続
く
と
思
い
ま
す
が
、
今

後
も
気
を
緩
め
る
こ
と
な
く
柔
軟
に
対

処
す
る
つ
も
り
で
す
。
コ
ロ
ナ
で
経
験
し

た
危
機
を
チ
ャ
ン
ス
（
発
展
の
契
機
）
に

変
え
る
た
め
に
も
、
今
後
も
多
少
の
楽
観

性
と
挑
戦
す
る
気
概
を
持
っ
て
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

東
京
成
徳
大
学 

学
長
就
任
の
ご
挨
拶

東京教育大学理学部卒業、筑波大学大学
院心理学研究科博士後期課程単位取得退
学。大正大学、筑波大学を経て2012（平
成24）年より東京成徳大学教授。応用心
理学部長を経て2021（令和3）年東京成徳
大学長に就任。
専門は社会心理学。博士（心理学）。

東京成徳大学　学長

𠮷田　富二雄

▲ 令和 3 年度入学式に登壇し、入学生に向けて告辞を述べる吉田学長
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令
和
３
年
４
月
、
東
京
成
徳
大
学
は	

吉
田
新
学
長
を
中
心
に
新
た
な
ス
タ
ー
ト

　

東
京
成
徳
大
学
の
令
和
３
年
度
は
、
第

５
代
東
京
成
徳
大
学
長
に
、
吉
田
富
二
雄

学
長
を
迎
え
、
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　

吉
田
学
長
は
、
新
井
邦
二
郎
前
学
長
の

任
期
満
了
に
伴
う
学
長
選
考
に
よ
り
選
任

さ
れ
、
本
年
４
月
よ
り
就
任
し
ま
し
た
。
ま

た
、
吉
田
学
長
就
任
と
と
も
に
、
副
学
長

に
村
山
純
経
営
学
部
長
、
応
用
心
理
学
部

長
に
一
谷
幸
男
臨
床
心
理
学
科
長
が
就
任

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
東
京
成
徳
大

学
と
東
京
成
徳
短
期
大
学
は
、
下
記
の
メ

ン
バ
ー
で
大
学
運
営
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

　
「
東
京
成
徳
ビ
ジ
ョ
ン
100
」
で
示
さ
れ

た
「『
成
徳
』
の
精
神
を
持
つ
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
の
育
成
」
と
い
う
目
標
実
現
に
向

け
、
①
社
会
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
部
・

学
科
編
成
、
②
教
育
の
質
の
向
上
、
③
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
推
進
等
の
教
育
体
制
、
④

将
来
の
教
育
体
制
を
支
え
る
経
営
基
盤
の

整
備
、
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

教
職
員
は
も
ち
ろ
ん
、
学
生
や
卒
業
生
、

保
護
者
、
後
援
会
、
地
域
の
方
々
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、「
オ
ー
ル
東
京
成
徳
」

の
力
を
結
集
し
て
、
教
育
・
研
究
活
動
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

東
京
成
徳
学
園
の
更
な
る
飛
躍
の
た
め

に
、
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新たな体制でスタートした東京成徳大学の学長、学部長、学科長、研究科長および
大学と同じキャンパスにある東京成徳短期大学の学長、科長をご紹介します。

東京成徳大学

学長
吉田  富二雄
専門：実験社会心理学、集団心理学、潜在認知

副学長／経営学部長、経営学科長（兼任）

村山  純
専門：経営学

人文学部長、日本伝統文化学科長（兼任）

青栁  隆志
専門：日本古典文学、歌謡

人文学部 国際言語文化学科長
直井  文子
専門：日本漢文学、日中比較文学、中国語

国際学部長
芳賀  克彦
専門：国際開発学、国際関係論、地域研究

国際学部 国際学科長
岡本  和彦
専門：国際関係史、冷戦研究、ロシア東欧関係

応用心理学部長、臨床心理学科長（兼任）

・福祉心理学科長（兼任）

一谷  幸男　
専門：生理心理学、実験心理学、行動神経科学

応用心理学部 健康 ･ スポーツ心理学科長
木幡  日出男
専門：スポーツ心理学、

スポーツカウンセリング、コーチング

子ども学部長
永井  聖二
専門：教育社会学、教育学

子ども学部 子ども学科長
塙  和明
専門：社会福祉学、障害科学

大学院研究科長
石隈  利紀
専門：学校心理学、
　　　異文化間心理学、コミュニティ心理学

新たに就任した副学長、応用心理学部長からの
ご挨拶を次のページに掲載しています。

東京成徳短期大学

学長／附属幼稚園長
木内  秀樹
専門：法学、会社法

幼児教育科長
安見  克夫
専門：幼児教育学、教育課程、幼小連携
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特集「東京成徳大学新体制スタート」

　

令
和
３
年
４
月
１
日
よ
り
、
吉
田
学
長

の
も
と
新
た
に
副
学
長
、
応
用
心
理
学
部

長
の
役
職
に
就
任
し
た
教
員
２
名
か
ら

の
ご
挨
拶
で
す
。

　

１
人
目
は
、
本
年
４
月
１
日
よ
り
東
京

成
徳
大
学
副
学
長
に
就
任
し
た
村
山
純

教
授
。
２
人
目
は
、
同
じ
く
４
月
１
日
よ

り
応
用
心
理
学
部
長
に
就
任
し
た
一
谷

幸
男
教
授
で
す
。

東
京
成
徳
大
学
副
学
長
に

村
山	

純
経
営
学
部
長
が
就
任

東京成徳大学 副学長

村山　純

副
学
長
に
就
任
し
て

　

４
月
１
日
よ
り
副
学
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
未
だ
右
往
左
往
し
て
い
る

状
況
で
す
が
、
拝
命
し
た
以
上
何
ら
か

の
貢
献
が
で
き
れ
ば
と
、
身
を
引
き
締

め
て
お
り
ま
す
。

　

自
分
は
大
学
卒
業
後
、
日
本
長
期
信

用
銀
行
に
就
職
し
、
そ
こ
で
約
19
年
間
、

調
査
や
営
業
の
仕
事
を
し
ま
し
た
。
長

銀
の
経
営
破
綻
に
伴
い
転
職
し
、
外
資

系
の
銀
行
と
証
券
会
社
で
約
13
年
間
、

信
用
リ
ス
ク
管
理
の
仕
事
に
携
わ
り
ま

し
た
。
２
０
１
３
年
に
本
学
経
営
学
部

の
教
員
と
し
て
採
用
し
て
い
た
だ
き
、

今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

経
営
学
部
で
は
、
２
０
１
７
年
よ
り

経
営
学
部
長
と
し
て
の
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。

　

学
問
は
息
の
長
い
も
の
で
流
行
に
左

右
さ
れ
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
経
営
学
は
実
学
の
性
格
が
強
く
、
有

用
性
を
確
保
す
る
た
め
、
社
会
の
動
き
に

注
目
し
つ
つ
、
学
生
に
提
供
す
る
科
目
の

見
直
し
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

さ
て
、
少
子
化
の
進
展
・
大
学
進
学

率
の
頭
打
ち
な
ど
、
大
学
を
取
り
巻
く

環
境
に
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

自
分
は
、
本
学
の
将
来
は
明
る
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
今
後
の

学
部
構
成
が
国
際
学
部
、
応
用
心
理
学

部
、
子
ど
も
学
部
、
経
営
学
部
と
現
代

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
う
ま
く
合
致
し
て
い

る
か
ら
で
す
。

　

す
な
わ
ち
、
国
際
学
部
は
、
人
口
減

な
ど
を
背
景
に
、
さ
ら
な
る
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
図
っ
て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
日

本
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
養
成
し
ま

す
。
応
用
心
理
学
部
は
、
社
会
の
成
熟

化
に
伴
い
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
心

理
的
な
問
題
に
つ
い
て
対
応
で
き
ま

す
。
子
ど
も
学
部
は
、
少
子
化
を
背
景

に
、
子
ど
も
を
大
事
に
育
て
る
と
い
う

大
き
な
社
会
課
題
に
解
決
策
を
提
示

し
て
い
ま
す
。
経
営
学
部
は
、
日
本
経

済
を
支
え
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
パ
ー
ソ
ン
を

育
て
ま
す
。

　

時
代
の
要
請
に
マ
ッ
チ
し
た
学
部

構
成
を
前
提
と
し
て
、
い
か
に
優
秀
な

人
材
を
育
成
し
、
社
会
的
な
評
価
を
勝

ち
得
て
い
く
か
が
、
本
学
に
課
さ
れ
た

課
題
で
す
。
な
す
べ
き
こ
と
は
色
々
あ

り
ま
す
が
、
大
事
な
の
は
①
教
員
の
研

究
・
教
育
へ
の
熱
意
、
②
学
生
の
学
び

へ
の
積
極
性
、
③
教
職
員
・
学
生
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
な
ど
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
特
に
、
学
部
学
生
に
は
、

生
涯
に
わ
た
る
学
び
の
き
っ
か
け
を

掴
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
複

雑
な
現
代
社
会
を
生
き
抜
く
に
は
知

的
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
必
須
で
す
。

応
用
心
理
学
部
長
に

一
谷	

幸
男
臨
床
心
理
学
科
長
が
就
任

応用心理学部長

一谷 幸男

心
の
理
解
を
コ
ロ
ナ
禍
に
活
か
し
て

　

本
年
４
月
よ
り
、
応
用
心
理
学
部
長
に

就
任
し
ま
し
た
。
本
学
部
の
歴
史
は
人
文

学
部
の
福
祉
心
理
学
科
、
臨
床
心
理
学
科

に
始
ま
り
、
２
０
０
８
年
に
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
翌
年
に
は
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
心
理

学
科
が
加
わ
り
、
現
在
の
体
制
が
整
い
ま

し
た
。
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
（
十
条
）
へ
の

移
転
が
進
行
中
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
り
、
緊
急
事
態
宣
言

が
繰
り
返
し
発
令
さ
れ
た
一
年
で
し
た
。

社
会
全
体
が
大
き
く
変
化
せ
ざ
る
を
え

な
い
こ
の
時
期
、
大
学
教
育
も
大
き
な
影

響
を
受
け
ま
し
た
。
人
の
心
の
科
学
的
な

理
解
に
も
と
づ
く
豊
か
な
人
間
関
係
の

構
築
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
心
身
の
健
康

増
進
は
益
々
重
要
に
な
り
ま
す
。
本
学
部

の
学
生
、
卒
業
生
が
社
会
に
お
い
て
力
を

発
揮
し
て
く
れ
る
よ
う
、
一
人
ひ
と
り
に

寄
り
添
っ
た
丁
寧
な
教
育
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

副
学
長
・
学
部
長

　

新
任
者
よ
り
ご
挨
拶
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Topics

東
京
成
徳
大
学

人
文
学
部

最
後
の
実
習
生

人
文
学
部
長  

青
栁　

隆
志

　

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
緊
急
事
態
宣
言
の

中
で
は
、
対
面
授
業
が
ま
ま
な
ら
ず
、
学

内
で
は
写
真
の
よ
う
に
リ
モ
ー
ト
授
業

が
続
き
ま
し
た
。
実
習
な
ど
特
別
な
場
合

に
は
許
可
申
請
を
行
い
、
許
可
を
得
た
う

え
で
ご
く
限
定
的
に
対
面
授
業
を
行
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
思
う
に
任
せ
な

い
こ
と
が
多
い
状
況
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

人
文
学
部
の
最
終
学
年
に
あ
た
り
、
最

後
の
教
育
実
習
、
日
本
語
教
員
実
習
、
博

物
館
実
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

教
職
課
程
を
履
修
し
て
い
る
７
名
の
学

生
は
、
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
３
週
間

の
教
育
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
は
コ

ロ
ナ
の
影
響
で
９
月
に
延
期
さ
れ
ま
し
た

が
、
今
年
は
予
定
ど
お
り
こ
の
時
期
に
受

け
入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
全
員
国
語

科
で
、
高
校
や
中
学
に
出
校
し
、
現
場
の

先
生
方
の
ご
指
導
の
も
と
、
授
業
や
部
活

動
、
生
徒
と
の
交
流
を
通
し
て
、
皆
一
回

り
も
二
回
り
も
大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。

　

日
本
語
教
員
資
格
の
実
習
生
は
３
名
と

な
り
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
、
夏
期
休
暇

中
、
こ
の
課
程
で
最
も
大
変
な
日
本
語
教

育
実
習
に
臨
み
ま
し
た
。
目
標
に
向
け
て

教
員
共
々
日
々
研
鑽
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

博
物
館
実
習
生
は
18
名
と
多
数
に
の

ぼ
り
ま
し
た
が
、
感
染
防
止
の
観
点
か
ら

博
物
館
の
休
館
等
が
あ
る
中
で
、
東
京
・

千
葉
の
博
物
館
や
美
術
館
に
わ
か
れ
て

実
習
を
行
い
ま
し
た
。
各
館
に
は
、
長
年

の
ご
縁
を
も
っ
て
快
く
受
け
入
れ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
勉
学
の
成

果
を
大
い
に
生
か
せ
た
と
思
い
ま
す
。

　

人
文
学
部
の
教
育
に
関
し
、
学
生
募
集

停
止
の
決
定
後
に
入
学
し
た
最
後
の
学

生
諸
君
及
び
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
多
大

な
ご
心
配
を
お
か
け
し
て
ま
こ
と
に
申

し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

落
と
す
こ
と
な
く
、
最
後
ま
で
励
ん
で
く

れ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
無
事
全
員
の
卒
業
を
念
願
し

て
、
教
員
一
同
、
指
導
に
努
め
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

国
際
学
部

海
外
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

実
力
と
限
界

国
際
学
部
長  

芳
賀　

克
彦

　

昨
年
度
に
入
学
し
た
国
際
学
科
１
年
生

後
期
か
ら
の
留
学
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感
染
拡
大
の

影
響
に
よ
り
、
昨
年
９
月
か
ら
各
留
学
先

の
教
育
機
関
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に

よ
り
開
始
し
ま
し
た
。
昨
年
10
月
末
に
は

韓
国
及
び
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
対
す
る
日

本
の
外
務
省
の
渡
航
危
機
レ
ベ
ル
が「
２
」

に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
韓

国
留
学
の
学
生
た
ち
は
本
年
２
月
か
ら
３

月
に
韓
国
に
渡
航
し
、
現
地
で
の
留
学
生

活
を
開
始
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一

方
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
同

国
政
府
が
一
貫
し
て
厳
し
い
入
国
制
限
を

継
続
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
留
学
期
間

中
の
現
地
へ
の
渡
航
は
残
念
な
が
ら
実
現

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

デ
ィ
ー
キ
ン
大
学
の
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
勉
強
し
て
い
た
32
名
の
学
生
は

順
調
に
英
語
力
を
伸
ば
し
、
本
年
３
月
か

ら
は
19
名
の
学
生
が
同
大
学
の
カ
レ
ッ

ジ
あ
る
い
は
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
科
目
の

履
修
を
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は

昨
年
９
月
に
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ
の
ス
コ
ア
換

算
で
3.0
〜
4.5
の
英
語
力
で
オ
ン
ラ
イ
ン

学
習
を
開
始
し
た
学
生
が
、
約
６
カ
月
後

に
は
Ｉ
Ｅ
Ｌ
Ｔ
Ｓ
の
5.0
〜
6.0
の
レ
ベ
ル
に

達
し
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
同
大
学
の

オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
長
い
歴
史

と
質
の
高
さ
に
定
評
が
あ
り
、
常
時
１
万

人
以
上
の
学
生
が
履
修
し
て
い
ま
す
が
、

同
大
学
の
開
発
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
教
育
手
法
と
そ
の
実
力
に
は

注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
語
学
力
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
は
留
学

目
的
の
一
部
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
オ

ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
教
室
と
い
う

バ
ー
チ
ャ
ル
な
空
間
を
体
験
す
る
こ
と
は

で
き
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
世
界
を
知
る

こ
と
も
体
験
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

　

し
た
が
っ
て
、
２
０
２
０
年
度
入
学
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
留
学
組
の
学
生
に
対
し

て
は
、
今
後
、
約
１
カ
月
程
度
の
短
期
留

学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
自
由
参
加
の
条
件
で
提

供
し
、
今
回
の
留
学
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

研
修
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

緊急事態宣言下
のリモート授業の
様子

多方面のご協力
があり、無事学
外実習を行うこ
とができました
（写真は博物館
実習）

     計19 名 が
ディーキン大学 または
ディーキン・カレッジの
学部科目履修 に参加
  オンラインプログラム
  参加者の ５９．４ ％

セッション
１

<2020年9月>

セッション
2

セッション
3

セッション
4

<2021年3月>

IELTS
 4.5   5名
 4.0 19名
 3.5    8名

IELTS
 5.0   5名
 4.5 19名
 4.0    8名

IELTS
 5.5   4名
 5.0 19名
 4.5    9名

IELTS
   6.0   3名
   5.5 16名
   5.0 12名
   4.5    1名

オンラインプログラム
開始から6カ月

（1セッション = ５週間）
※オンラインプログラムは
　　　　　　最長10カ月

※  IELTS（International English Language Testing System）：アイエルツ
 　 英語圏の国々に留学、就労または移住を希望する人々の英語力（4 つの英語

スキル「書く」「読む」「聞く」「話す」）を測定する英語試験。

※
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応
用
心
理
学
部

【
臨
床
心
理
学
科
】

進
路
の
多
様
化
と
卒
業
研
究

臨
床
心
理
学
科
長  

一
谷　

幸
男

　

臨
床
心
理
学
科
で
は
入
学
定
員
増
の

あ
と
の
全
学
年
が
そ
ろ
い
、
現
在
460
名
を

超
す
学
生
が
東
京
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
１
年
、
力
を
入
れ
た
こ

と
を
振
り
返
り
ま
す
と
ま
ず
は
、
大
多
数

の
教
員
が
ま
っ
た
く
不
慣
れ
で
あ
っ
た

遠
隔
授
業
を
試
行
錯
誤
で
習
得
し
た
こ

と
で
す
。
３
回
の
学
科
Ｆ
Ｄ
研
修
会
を
含

め
、
そ
の
時
点
で
の
問
題
点
を
出
し
合

い
、
情
報
を
提
供
し
て
解
決
策
を
見
つ
け

出
す
こ
と
に
よ
り
、
各
教
員
の
授
業
は
か

な
り
進
歩
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
波
が
収
ま
っ
て
早

く
教
育
効
果
の
高
い
対
面
授
業
が
で
き

る
こ
と
を
願
い
つ
つ
、
身
に
つ
け
た
遠
隔

授
業
の
長
所
を
今
後
の
学
科
教
育
の
中

で
取
り
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

も
う
１
つ
は
、
こ
の
よ
う
な
大
勢
の
学

科
学
生
が
在
籍
し
て
お
り
、
卒
業
後
の
社

会
で
の
活
躍
を
考
え
る
と
、
学
科
と
し
て

ど
の
よ
う
な
人
材
を
輩
出
す
る
の
か
考

え
直
し
、
社
会
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
心
理

学
の
分
野
で
は
初
の
国
家
資
格
で
あ
る

公
認
心
理
師
の
制
度
が
成
立
し
て
以
来
、

最
初
の
学
年
が
４
年
次
と
な
り
ま
す
。
た

だ
学
部
の
４
年
間
だ
け
で
は
資
格
に
至

ら
ず
、
そ
の
後
の
実
務
経
験
で
取
得
す
る

道
は
ま
だ
狭
い
も
の
で
す
か
ら
、
こ
の
よ

う
な
学
生
に
は
大
学
院
進
学
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
学
科
で
は
こ
れ
ま
で
の
卒
業

研
究
、
卒
業
論
文
を
今
後
ど
う
す
る
の
か

検
討
し
、
卒
業
研
究
と
し
て
一
本
化
。
た

だ
し
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
多
様

な
型
を
提
供
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
①

自
ら
調
査
、
実
験
を
行
っ
て
デ
ー
タ
を
収

集
・
分
析
し
論
文
を
作
成
す
る
実
証
的
研

究
タ
イ
プ
、
②
先
行
研
究
や
資
料
を
収
集

し
整
理
す
る
文
献
研
究
タ
イ
プ
、
③
対
人

支
援
や
心
理
支
援
の
活
動
に
参
加
し
自

分
の
体
験
を
ま
と
め
る
体
験
報
告
タ
イ

プ
、
④
卒
業
研
究
ゼ
ミ
で
講
読
し
た
文
献

や
討
論
し
た
内
容
を
ま
と
め
る
セ
ミ

ナ
ー
タ
イ
プ
で
す
。

【
健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
科
】

「
Ａ
Ｌ
Ｌ
東
京
成
徳
プ
ラ
ン
」
が

動
き
出
し
ま
し
た
！

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
科 

教
授  

川
北　

準
人

　

昨
年
度
、
学
内
で
行
わ
れ
た
F
D
・

S
D
研
修
会
で
提
案
し
た
「
Ａ
Ｌ
Ｌ
東

京
成
徳
プ
ラ
ン
」
が
動
き
出
し
ま
し
た
。

今
回
実
現
し
た
の
は
、
併
設
高
校
の
高
校

生
ア
ス
リ
ー
ト
を
応
援
す
る
「
東
京
成
徳

ア
ス
リ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と

い
う
取
り
組
み
で
す
。

　

第
１
回
目
の
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
Ⅰ
」
は
、

メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
基
礎
理
論

を
本
学
科
の
夏
原
隆
之
先
生
か
ら
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
（
全
３
回
）。

希
望
者
が
400
人
を
超
え
た
た
め
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
組
と
オ
ン
ラ
イ
ン
組
に
分
か
れ

て
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

深
谷
高
校
の
先
生
も
参
加
し
た
第
２

回
目
の
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
Ⅱ
」
は
、
指
導

者
を
対
象
に
『
コ
ー
チ
ン
グ
』
と
い
う

テ
ー
マ
を
企
画
し
ま
し
た
。
初
回
セ
ッ

シ
ョ
ン
は
、
全
国
準
優
勝
の
経
歴
を
有
し

て
い
る
併
設
高
校
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
総
監
督
で
あ
る
遠
香
周
平
先

生
か
ら
『
指
導
者
と
し
て
』
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
川
北
が
フ
ァ

シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
な
り
、
夏
原
先
生
、
そ

し
て
今
年
度
よ
り
本
学
科
に
就
任
し
た

佐
々
木
丈
予
先
生
を
交
え
て
、
遠
香
先
生

の
指
導
論
を
分
析
し
、
ご
参
加
の
先
生
方

が
現
場
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
解
説
を

試
み
ま
し
た
。

　

ど
う
し
た
ら
成
功
す
る
か
と
い
う
方

程
式
を
追
い
求
め
て
い
た
20
世
紀
型
の

組
織
は
、
そ
こ
か
ら
逸
脱
し
な
い
方
法
が

賢
い
や
り
方
で
し
た
。
し
か
し
、
21
世
紀

型
の
組
織
は
、
少
な
い
イ
ン
プ
ッ
ト
で
明

確
な
ア
ウ
ト
カ
ム
が
で
き
る
の
か
を
試

行
錯
誤
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
プ

ラ
ン
の
理
念
は
、「
フ
ェ
イ
ル
・
フ
ァ
ス

ト
」、
つ
ま
り
『
早
く
失
敗
し
ろ
』
で
す
。

『
実
行
の
勇
気
』
で
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

　

こ
の
「
Ａ
Ｌ
Ｌ
東
京
成
徳
プ
ラ
ン
」
は
、

学
園
の
中
高
大
の
連
携
の
み
な
ら
ず
、
学

部
学
科
間
の
相
乗
効
果
を
狙
っ
た
戦
略

で
も
あ
り
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
組
織
的

な
活
動
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

!

!"!"年度#

臨床心理学科#
!

!

卒論卒研#

成果報告書集#

抄録および報告書は学習のためだけに使用し、無断での

コピー、配布、転載、編集などをしないこと。!

!

!"!"年度#

臨床心理学科#
!

!

卒業論文抄録集#

※ FD（Faculty Development）：ファカルティ・ディベロップメント
　 SD（Staff Development）：スタッフ・ディベロップメント

▲  毎年臨床心理学科で制作している卒業論文・卒
業研究成果報告書集（右）と卒業論文抄録集（左）
の表紙

▲  2 回目に開催した高校女子バスケットボール部
監督遠香先生を迎えて実施したオンライン講演

 　（写真右上はファシリテーターの川北教授）

※

※
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子
ど
も
学
部

小
学
校
実
習
の
充
実

子
ど
も
学
部
長  

永
井　

聖
二

　

新
学
期
も
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
に

伴
い
大
部
分
の
授
業
が
遠
隔
で
の
実
施

と
な
り
、
教
員
も
学
生
も
そ
の
対
応
に
奮

闘
し
て
い
る
現
状
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
、
子
ど
も
学
部
の
実
習

は
、
実
習
校
（
園
）
の
協
力
を
得
て
、
今

年
も
何
と
か
例
年
ど
お
り
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ば
か
り
は
遠
隔
と
い
う
わ

け
に
も
い
か
な
い
の
で
、
原
則
と
し
て
直

前
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
を
前
提
と
し

て
、
多
く
の
学
生
が
実
習
に
参
加
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
学
部
の
実
習
は
２
年
次
か
ら

４
年
次
に
か
け
て
実
施
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど

の
学
生
が
参
加
す
る
施
設
、
幼
稚
園
、
保

育
所
で
の
実
習
と
、
小
学
校
教
員
免
許
の

取
得
を
希
望
す
る
学
生
が
履
修
す
る
実

習
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
実
習
に
は
発
達
段
階
や

施
設
の
特
性
に
よ
っ
て
様
々
な
課
題
が

あ
り
ま
す
が
、
小
学
校
実
習
の
場
合
で
い

え
ば
、
何
と
い
っ
て
も
そ
れ
ま
で
の
「
教

え
ら
れ
る
側
」
か
ら
「
教
え
る
側
」
へ
の

視
点
の
転
換
が
意
味
深
い
経
験
と
な
る

で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
や
や
も
す
る
と
体
験
す
れ
ば

何
か
が
得
ら
れ
る
と
い
う
安
易
な
試
行
錯

誤
に
陥
り
が
ち
な
実
習
の
機
会
を
よ
り
充

実
し
た
も
の
に
す
る
た
め
に
、
緊
急
事
態

宣
言
下
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
も
ま

ず
学
部
に
お
い
て
模
擬
授
業
や
マ
イ
ク
ロ

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
実
施
し
、
準
備
を
す
す

め
ま
し
た
。
教
員
に
と
っ
て
も
学
生
に

と
っ
て
も
手
間
が
か
か
る
授
業
で
す
が
、

こ
う
し
た
努
力
に
よ
っ
て
実
習
期
間
中
の

学
び
の
質
が
維
持
さ
れ
、
も
と
も
と
本
学

の
学
生
の
強
み
で
あ
る
幼
保
小
の
連
携
や

児
童
館
等
と
の
協
力
に
か
か
わ
る
力
量
に

加
え
て
、
授
業
力
の
水
準
の
向
上
に
も
資

す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

小
学
校
教
員
と
し
て
の
就
職
者
も
漸

増
し
つ
つ
あ
る
子
ど
も
学
部
で
す
が
、
授

業
の
質
の
向
上
の
た
め
に
さ
ら
に
努
力

を
続
け
ま
す
。

経
営
学
部

講
義
を
理
解
す
る
力
を
身
に
付
け
る

経
営
学
部 

准
教
授  

三
枝　

康
雄

　

２
０
２
０
年
度
の
経
営
学
部
の
新
し
い

取
り
組
み
と
し
て
、「
基
礎
演
習
Ⅱ
」
を
紹

介
し
ま
す
。
基
礎
演
習
Ⅱ
は
、
数
冊
の
テ

キ
ス
ト
を
各
自
精
読
し
、
要
旨
の
文
章
化

と
そ
の
発
表
を
反
復
す
る
と
い
う
新
し
い

方
法
で
行
い
ま
し
た
。
大
学
の
講
義
を
理

解
す
る
力
を
身
に
付
け
る
に
は
、
ま
ず
し
っ

か
り
と
本
を
読
み
込
む
こ
と
が
基
本
で
あ

る
と
の
考
え
に
よ
る
も
の
で
す
。
テ
キ
ス

ト
に
共
通
す
る
テ
ー
マ
は
S
D
G
s
と
し

ま
し
た
。
地
球
上
に
数
多
く
存
在
す
る
社

会
課
題
を
考
え
る
と
い
う
今
日
的
で
ス

ケ
ー
ル
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
が
、
題
材
の

一
つ
と
し
て
衣
料
品
や
食
品
廃
棄
物
と
い

う
、
学
生
に
も
比
較
的
身
近
な
問
題
を
取

り
上
げ
た
こ
と
で
、
発
表
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
は
各
ク
ラ
ス
と
も
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
S
D
G
s
に
対
す
る
関
心
も
大
い

に
高
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
今
後
は
培
わ
れ

た
基
礎
力
の
上
に
学
修
を
重
ね
、
社
会
課

題
の
解
決
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
材
へ
成

長
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
入
生
歓
迎
ミ
ニ
座
談
会
の
開
催

経
営
学
部 

准
教
授  

石
川　

雅
俊

　

新
年
度
ス
タ
ー
ト
の
４
月
に
、
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
、
初
め
て

「
新
入
生
歓
迎
ミ
ニ
座
談
会
」
を
実
施
し

ま
し
た
。新
入
生
に
と
っ
て
の
心
配
事
は
、

①
大
学
で
の
勉
強
に
つ
い
て
い
け
る
の
か
、

②
友
達
が
で
き
る
の
か
、

③
サ
ー
ク
ル
に
入
る
べ
き
か
、

④
勉
学
が
お
ろ
そ
か
に
な
ら
な
い
程
度
の

ア
ル
バ
イ
ト
と
は
ど
の
く
ら
い
か
、
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
こ
の
よ
う
な
不
安
を
解

消
す
る
も
っ
と
も
良
い
方
法
は
、
先
輩
た

ち
の
生
の
体
験
談
を
聞
い
た
り
、
自
分
が

不
安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
を
先
輩
た
ち

に
直
接
相
談
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

「
新
入
生
歓
迎
ミ
ニ
座
談
会
」
で
は
こ
の

よ
う
な
機
会
を
設
け
た
わ
け
で
す
が
、
新

入
生
か
ら
は
お
お
む
ね
好
評
価
で
、「
不

安
が
解
消
し
、
安
心
し
て
大
学
生
活
を
送

れ
る
」
と
い
っ
た
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
今
後
、
感
染
状
況
が
ど
う
な
る
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
し
っ
か
り
と
感
染
対

策
を
し
、
次
年
度
以
降
も
こ
の
催
し
を
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲ 新入生歓迎ミニ座談会の様子
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Topics

東
京
成
徳
大
学
大
学
院

【
心
理
学
研
究
科
】

コ
ロ
ナ
禍
の
資
格
試
験
も
好
成
績

大
学
院
資
格
試
験
対
策
担
当 

准
教
授  

西
村　

昭
徳

　

令
和
２
年
度
の
公
認
心
理
師
試
験
（
国

家
試
験
）
と
臨
床
心
理
士
試
験
に
臨
ん
だ

第
21
期
生
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
試
験
ま

で
の
見
通
し
が
持
て
ず
、
例
年
以
上
に
険

し
い
道
の
り
で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

本
学
の
公
認
心
理
師
試
験
の
合
格
率
は

85.7
％
（
全
国
81.0
％
／
Ｅ
区
分
）。
臨
床
心
理

士
試
験
も
、合
格
率
83.3
％
（
全
国
62.7
％
）
で
、

両
資
格
試
験
と
も
に
好
成
績
を
修
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
合
格
さ
れ
た
皆
様
の

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

公
認
心
理
師
試
験
に
合
格
し
て

髙
岡　

千
晶
（
令
和
２
年
３
月
修
了
生
）

　

公
認
心
理
師
試
験
は
幅
広
い
範
囲
か
ら

出
題
さ
れ
る
の
で
、
心
理
学
の
概
要
書
や

授
業
プ
リ
ン
ト
な
ど
、
試
験
用
の
参
考
書

や
過
去
問
か
ら
更
に
広
げ
た
知
識
に
も
触

れ
る
よ
う
勉
強
し
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く

の
問
題
を
繰
り
返
し
解
く
な
ど
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
も
意
識
し
知
識
の
定
着
を
図
り
ま

し
た
。
試
験
当
日
は
不
安
や
緊
張
は
あ
り

ま
し
た
が
、「
で
き
る
こ
と
は
精
一
杯
や
っ

た
。
駄
目
だ
っ
た
ら
ま
た
対
策
を
立
て
よ

う
」
と
思
っ
た
り
、
お
茶
を
飲
み
深
呼
吸

し
た
り
と
、
セ
ル
フ
ケ
ア
を
大
切
に
し
ま

し
た
。
そ
の
た
め
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
試
験

に
臨
む
こ
と
が
で
き
、
勉
強
し
た
分
を
試

験
に
反
映
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
現

在
は
不
登
校
支
援
に
携
わ
っ
て
お
り
、
試

験
で
勉
強
し
た
幅
広
い
支
援
の
視
点
は
、

連
携
を
行
う
う
え
で
重
要
と
感
じ
ま
す
。

今
後
も
研
修
へ
の
参
加
な
ど
、
公
認
心
理

師
と
し
て
心
理
支
援
の
視
点
を
学
び
続

け
、
支
援
に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

臨
床
心
理
士
試
験
に
合
格
し
て

渡
邊　

香
織
（
令
和
２
年
３
月
修
了
生
）

　

令
和
２
年
の
秋
に
行
わ
れ
た
臨
床
心
理

士
試
験
に
挑
戦
し
、
無
事
合
格
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
試
験
の
準
備
は
大
学
院

卒
業
後
か
ら
始
め
ま
し
た
。
先
輩
に
学
習

方
法
の
助
言
を
い
た
だ
き
、
過
去
問
を
解

く
こ
と
を
中
心
に
試
験
領
域
の
知
識
の
確

認
を
繰
り
返
し
行
い
ま
し
た
。
試
験
問
題

は
机
上
の
知
識
だ
け
で
な
く
実
践
と
知
識

の
つ
な
が
り
を
問
わ
れ
る
問
題
が
多
く
、

大
学
院
時
代
の
様
々
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

こ
の
力
の
土
台
を
培
っ
て
い
た
の
だ
と
改

め
て
感
謝
の
気
持
ち
で
お
り
ま
す
。

　

資
格
取
得
後
は
、
市
の
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
で
障
害
児
童
へ
の
心
理
的
支
援
の
仕

事
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
児
童
一

人
一
人
がW

ell-B
eing

に
毎
日
を
過
ご
す

た
め
に
他
職
種
と
連
携
し
て
支
援
の
枠
組

み
を
作
っ
て
い
く
こ
と
に
大
き
な
や
り
が

い
を
感
じ
な
が
ら
日
々
精
進
し
て
い
ま
す
。

Topics

東
京
成
徳
短
期
大
学

【
幼
児
教
育
科
】

短
期
大
学
認
証
評
価
に
む
け
て

幼
児
教
育
科
長  

安
見　

克
夫

　

短
期
大
学
は
７
年
ご
と
に
、
高
等
教
育

の
的
確
な
事
業
運
営
が
実
施
さ
れ
て
い
る

か
に
つ
い
て
、
公
的
機
関
で
あ
る
短
期
大

学
基
準
協
会
等
の
審
査
を
受
け
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は

平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
に
始
ま
り
、
本

学
も
毎
年
全
教
員
が
参
加
し
自
己
点
検
評

価
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
第
１
回
の
審
査

か
ら
14
年
が
経
過
し
、
本
学
は
過
去
２
回

の
審
査
を
受
け
、
共
に
「
適
格
」
で
あ
る

と
認
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
第
３
回
目
の
審
査
を
受
け
る
年

と
な
り
、
自
己
点
検
評
価
委
員
会
が
核
と

な
っ
て
、
各
部
署
が
丁
寧
な
自
己
点
検
を

実
施
し
課
題
を
抽
出
、
評
価
を
行
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
短
期
大
学
基
準
協
会
に
提

出
す
べ
き
審
査
書
類
の
整
備
を
６
月
末
に

行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

短
期
大
学
の
自
己
点
検
評
価
委
員
会
で

は
、
委
員
長
そ
し
て
木
内
短
期
大
学
長
が

指
揮
に
当
た
り
、
副
委
員
長
に
馬
場
康
宏

教
授
が
就
任
、
基
準
協
会
と
の
公
平
な
連

絡
員
と
し
て
Ａ
Ｌ
Ｏ
松
本
純
子
主
任
教
授

が
対
応
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。審
査
に
は
、

基
準
協
会
か
ら
審
査
員
が
実
際
に
本
大
学

に
出
向
き
、
２
日
間
の
実
地
調
査
が
行
わ

れ
ま
す
。
聞
き
取
り
調
査
と
共
に
、
提
出

し
た
書
類
が
適
切
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て

照
合
し
、
そ
の
後
、
研
究
棟
や
教
場
、
学

生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

７
年
に
一
回
の
審
査
で
は
あ
り
ま
す
が
、
短

期
大
学
は
自
己
点
検
評
価
を
毎
年
実
施
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
す
べ
て
の
審
査
項
目
に

対
し
て
特
別
に
準
備
を
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
指
定
さ

れ
る
書
類
の
形
式
に
整
え
る
こ
と
で
、
審

査
の
た
め
の
書
類
と
し
て
揃
え
る
こ
と
が
で

き
る
わ
け
で
す
。

　

本
学
が
自
負
す
る
学
修
環
境
を
目
視
し

て
い
た
だ
き
、
本
学
の
理
念
と
す
る
「
徳

を
成
す
精
神
」
を
肌
で
、
感
じ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
お
り
ま
し
た
。
し
か
し
先
日
、
訪

問
調
査
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
伴
い
実
施
が
厳
し
く
な
り
、
遠
隔
リ
モ
ー

ト
会
議
で
開
催
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。
初
め
て
の
リ
モ
ー
ト
で
の
訪
問
調
査
に

備
え
て
、
本
学
の
特
質
を
十
分
に
評
価
し

て
も
ら
え
る
よ
う
努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

※ ALO （Accreditation Liaison Officer）：認証評価連絡調整責任者

※

▲  前回の第三者評価で交付された
認定マーク

 　（認定期間は2014年～2021年）

前回の認定マーク
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Topics

東
京
成
徳
大
学
中
学
・
高
等
学
校

（
中
高
一
貫
部
）

令
和
３（
２
０
２
１
）年
度	

中
学
入
学
式

第
１
学
年
主
任  

塚
田　

洋
丈

　

４
月
５
日（
月
）、
中
高
一
貫
部
体
育
館

に
お
い
て
、
中
学
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
か
ら
東
京
成
徳
大
学
中

学
・
高
等
学
校
で
の
６
年
間
が
始
ま
り
ま

す
。
天
候
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、

新
入
生
の
夢
と
希
望
に
満
ち
た
表
情
は
、

そ
ん
な
空
模
様
を
か
き
消
す
よ
う
に
晴

れ
晴
れ
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、
保
護

者
不
参
加
型
の
入
学
式
を
行
う
学
校
が

多
い
中
、
本
校
で
は
感
染
対
策
を
万
全
に

行
い
、
各
ご
家
庭
２
名
ま
で
の
参
加
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
教
職
員
だ
け
で

す
と
、
や
は
り
少
し
寂
し
い
感
じ
が
し
て

し
ま
う
の
で
、
今
回
の
よ
う
に
た
く
さ
ん

の
方
に
祝
福
し
て
い
た
だ
け
る
と
い
う

の
は
、
新
入
生
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
も

有
り
難
く
、
貴
重
な
こ
と
な
の
だ
と
、
改

め
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

不
安
と
緊
張
、
そ
し
て
期
待
感
に
包
ま

れ
た
中
、
入
学
式
は
粛
々
と
進
め
ら
れ
ま

し
た
。
学
校
長
か
ら
の
式
辞
で
は
、
新
入

生
の
み
な
さ
ん
に
温
か
く
も
力
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
私
が
特
に
心
に
残
っ
た
お
話
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「
建
学
の
精
神
を
持
ち
、
尊
敬
さ
れ
愛
さ

れ
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の
た
め
に

は
、優
し
さ
や
思
い
や
り
、向
上
心
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
を
持
ち
、
そ
こ
か
ら
湧
き
出

る
よ
う
に
自
ら
進
ん
で
行
動
で
き
る
人
物

に
成
長
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
」

　

こ
れ
か
ら
の
６
年
間
で
彼
ら
は
ど
の

よ
う
に
成
長
し
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
私
は
、
個
々
の
素
質
を
尊
重
し
、
そ

れ
を
最
大
限
に
引
き
出
す
こ
と
を
念
頭

に
お
い
て
指
導
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
し
て
彼
ら
に
は
、
自
信
を

も
っ
て
力
強
く
人
生
を
歩
ん
で
い
け
る

よ
う
な
人
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
東
京
成
徳
、
ス
タ
ー
ト
で
す
。

Topics

東
京
成
徳
大
学
高
等
学
校

（
高
等
部
）

変
わ
ら
ぬ
教
育
活
動
を
目
指
し
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
完
全
な

鎮
静
化
の
た
め
に
は
、
迅
速
な
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
普
及
が
望
ま
れ
る
今
日
で
す
。
昨
年

度
は
、
俄
か
に
広
ま
っ
た
感
染
症
へ
の
対
応

に
翻
弄
さ
れ
ま
し
た
。
継
続
す
る
こ
の
環
境

の
中
で
、
私
た
ち
自
身
も
学
習
し
、
異
な
っ

た
形
態
で
あ
っ
て
も
、
本
来
の
教
育
活
動
を

柔
軟
に
実
現
で
き
る
よ
う
対
処
し
て
い
ま

す
。
一
例
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
材
を
用
い
た

遠
隔
授
業
の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

対
話
の
あ
る
遠
隔
授
業

英
語
科
教
諭  

田
村　

遼
司

　

私
の
遠
隔
授
業
で
は
対
面
で
の
授
業
と

同
様
に
、
教
科
書
の
題
材
に
つ
い
て
「
英
語

で
の
や
り
取
り
」
を
し
な
が
ら
授
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

対
面
授
業
と
異
な
り
、
遠
隔
授
業
で
は

通
信
す
る
上
で
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
り
、
ま
た

生
徒
の
表
情
が
見

え
な
い
た
め
、
意
思

疎
通
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
を
改

善
す
る
た
め
に
、

生
徒
が
発
言
し
や

す
く
な
る
発
問
を

考
え
て
自
然
な
や

り
取
り
を
維
持
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
音
読
活
動
も
感
染
を
気
に
せ

ず
行
う
こ
と
が
遠
隔
授
業
で
は
可
能
で
す
。

　

誰
も
が
間
違
い
を
恐
れ
ず
進
ん
で
英
語

が
発
せ
ら
れ
る
環
境
を
遠
隔
授
業
で
も

作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

生
徒
の
立
場
に
立
っ
た
遠
隔
授
業

理
科
教
諭  

祐
川　

湧
哉

　

一
年
間
、
遠
隔
授
業
を
実
施
す
る
に
あ

た
り
、
様
々
な
困
難
が
あ
り
ま
し
た
。
一

番
大
変
だ
っ
た
の
が
生
徒
の
反
応
を
つ
か

め
な
い
と
い
う
所
で
す
。
私
の
授
業
は
画

面
共
有
を
し
な
が
ら
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
に
書
き
込

む
こ
と
で
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
状
況

で
あ
る
と
、
生
徒
の
反
応
を
見
な
が
ら
と

い
う
の
も
難
し
く
、
最
初
の
方
は
授
業
の

進
め
方
に
だ
い
ぶ
苦
戦
し
ま
し
た
。そ
こ
で
、

反
応
を
見
た
い
と
き
は
同
じ
ア
カ
ウ
ン
ト
で

２
台
の
デ
バ
イ
ス
に
ロ
グ
イ
ン
し
、
１
台
を

反
応
を
見
る
た
め
の
画
面
と
し
て
使
い
な

が
ら
授
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
遠
隔

授
業
で
生
徒
の
立

場
に
立
つ
こ
と
は

難
し
い
で
す
が
、

独
り
よ
が
り
に
な

ら
ぬ
よ
う
授
業
を

行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

万全な感染対策を
行い、挙行した令
和 3 年 度 中 学 入
学式

新入生のほか、保
護者様も参加して
の入学式を挙行す
ることができまし
た
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Topics

東
京
成
徳
大
学
深
谷
中
学
・
高
等
学
校

（
中
高
一
貫
コ
ー
ス
）

長
距
離
ハ
イ
キ
ン
グ

中
高
一
貫
コ
ー
ス
長  

猪
野　

真
美

　

４
月
24
日
（
土
）、
寄
居
町
の
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
に
お
い
て
、中
学
校（
20
㎞
）・

高
等
学
校
中
高
一
貫
コ
ー
ス
（
30
㎞
）
の

長
距
離
ハ
イ
キ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
１
人
で
は
く
じ
け
て
し
ま
う
こ
と

も
、
仲
間
の
存
在
が
目
標
を
達
成
す
る
大

き
な
原
動
力
と
な
り
、
中
学
１
年
生
も
最

後
ま
で
元
気
に
歩
き
き
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
昼
食
・
休
憩
場
所
と
な
っ
た
中

間
平
で
は
６
学
年
に
よ
る
記
念
撮
影
も

行
い
ま
し
た
。
多
少
疲
れ
て
い
て
も
、
生

徒
た
ち
は
皆
い
い
表
情
で
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
中
学
校
３
年
生
の
瀬
出
井

瑛
晄
さ
ん
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
中
学
生
と
し
て
の
長
距
離
ハ
イ
キ
ン

グ
は
今
回
が
最
後
で
し
た
。
20
キ
ロ
の
道

の
り
と
は
言
っ
て
も
自
然
あ
ふ
れ
る
20

キ
ロ
だ
っ
た
の
で
、
あ
ま
り
大
変
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
上
り
や
下
り
の
坂
も

楽
し
く
歩
く
こ
と
が
で
き
、
良
い
思
い
出

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
仲
間

が
い
た
か
ら
こ
そ
だ
と
思
い
ま
す
。
も
し

１
人
だ
っ
た
ら
、
良
い
思
い
出
ど
こ
ろ

か
、
上
り
下
り
の
坂
を
苦
痛
に
感
じ
、
20

キ
ロ
も
歩
き
き
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
歩
き
き
っ
た
と

し
て
も
、
残
り
の
道
の
り
が
気
に
な
っ

て
、
美
し
い
自
然
の
中
に
い
る
こ
と
に
気

づ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
思
う
と
、
仲
間

の
大
切
さ
、
偉
大
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

20
キ
ロ
を
歩
き
き
っ
た
達
成
感
、
お
昼
の

お
弁
当
の
お
い
し
さ
、
自
然
の
美
し
さ
を

味
わ
え
る
喜
び
を
感
じ
る
こ
と
の
で
き

る
長
距
離
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
と
て
も
す
ば

ら
し
い
行
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。」

Topics

東
京
成
徳
大
学
深
谷
高
等
学
校

性
の
健
康
教
育

養
護
教
諭  

坂
本　

咲
子

　

５
月
27
日
、
埼
玉
医
科
大
学
の
助
教
高

橋
幸
子
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
、
２
学

年
を
対
象
と
し
た
「
性
の
健
康
教
育
講
演

会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

演
題
は
「
い
つ
か
必
ず
役
に
立
つ
ラ
イ

フ
ス
キ
ル
講
座
」。
講
演
会
終
了
後
の
生

徒
達
の
感
想
か
ら
一
部
抜
粋
し
ま
す
。

　
「
今
ま
で
聞
い
た
中
で
一
番
わ
か
り
や

す
い
講
演
で
、
性
に
つ
い
て
の
正
し
い
知

識
が
身
に
つ
い
た
」「
ネ
ッ
ト
や
雑
誌
の

情
報
が
正
し
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
間

違
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
」「
い
つ

か
自
分
に
も
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
が
で

き
た
時
、
先
生
の
お
話
を
思
い
出
し
、
相

手
の
気
持
ち
を
尊
重
し
た
関
係
を
作
り

た
い
」「
先
生
の
出
産
動
画
を
見
て
、
自

分
を
産
ん
で
く
れ
た
母
に
感
謝
の
気
持

ち
を
持
ち
、
命
を
大
切
に
し
よ
う
と
強
く

思
っ
た
」。
こ
れ
ら
の
感
想
か
ら
、
生
徒

は
講
演
会
で
性
に
つ
い
て
の
正
し
い
情

報
と
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。

　

本
校
の
性
の
健
康
教
育
の
目
的
は
、

「
命
の
大
切
さ
を
伝
え
る
性
の
健
康
教
育

の
実
践
」
で
す
。
１
学
年
で
は
性
教
育
関

係
の
課
題
図
書
を
配
布
し
、
感
想
文
の
提

出
を
課
し
ま
す
。
そ
し
て
保
護
者
会
時
に

「
親
子
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
性
教
育
を

推
し
進
め
て
い
く
際
に
最
も
大
切
な
こ

と
は
、
親
子
関
係
が
温
か
な
も
の
で
あ
る

こ
と
と
教
員
が
研
修
会
で
学
び
、
取
り
入

れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
本
学
園
東
京
成
徳

大
学
応
用
心
理
学
部
の
教
授
陣
に
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
保
護
者
か
ら
は
と
て
も
好
評
で
、

「
ま
た
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と
の
声
が
多

く
聞
か
れ
、
大
学
の
先
生
方
に
は
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
２
学
年
で
は
、
今
回
の
講

演
会
に
続
い
て
担
任
が
ク
ラ
ス
で
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
を
使
っ
た
性
の
健
康
教
育
を

実
施
し
ま
す
。

　

私
た
ち
教
員
は
、
生
徒
が
本
校
で
受
け

た
性
＝
生
教
育
が
今
後
の
人
生
を
よ
り

豊
か
に
楽
し
く
生
き
て
い
く
力
に
な
る

こ
と
を
願
い
、
一
連
の
性
の
健
康
教
育
を

実
践
し
て
い
ま
す
。
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Topics

東
京
成
徳
短
期
大
学
附
属
幼
稚
園

特
別
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
音
楽
指
導
）

教
頭  

梶
山　

久
美
子

　

令
和
３
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
対
策
を
行
い
な
が
ら
通
常
の
保
育

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
感
染
力
の
強
い
変

異
ウ
イ
ル
ス
は
拡
大
し
、
緊
急
事
態
宣
言
も

延
長
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
が
、
園
で
は
一

層
の
感
染
予
防
対
策
を
し
な
が
ら
、
園
児
の

安
全
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

春
の
遠
足
等
行
事
に
つ
い
て
は
中
止
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
園
児
は
欠
席
も
少

な
く
、
毎
日
元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
今

回
は
、
園
の
特
色
で
も
あ
る
特
別
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
内
、音
楽
指
導
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

音
楽
指
導
「
音
楽
リ
ズ
ム
」
は
、
学
園
中

高
の
教
諭
に
よ
り
、
年
少
か
ら
年
長
ま
で
ク

ラ
ス
ご
と
に
毎
週
行
っ
て
い
ま
す
。
聴
覚
は
、

６
歳
以
降
は
成
人
と
同
様
に
な
り
、
そ
の
発

達
は
停
止
す
る
こ
と
が
医
学
的
に
証
明
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
園
で
は
幼
児
期

で
の
音
感
教
育
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
、
こ
の
時
期
に
音
感
教
育
を
施
し
、

鋭
敏
な
聴
覚
や
リ
ズ
ム
感
を
体
得
さ
せ
る
こ

と
に
よ
り
、
音
感
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
語
学
力
の
向
上
や
協
動
し
て
歌
や
合
奏

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
協
調
性
や
思
い
や
り

の
心
を
育
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

音
楽
教
育
に
は
様
々
な
分
野
が
あ
り
ま
す

が
、
本
園
で
は
次
の
分
野
を
中
心
に
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

①
リ
ズ
ム

　

カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
と
鈴
を
用
い
て
、
幼
児
に

初
歩
的
な
リ
ズ
ム
打
ち
を
知
ら
せ
、
音
に
合

わ
せ
る
リ
ズ
ム
感
を
身
に
つ
け
さ
せ
ま
す
。

②
メ
ロ
デ
ィ
ー
（
フ
レ
ー
ズ
）

　

様
々
な
歌
を
導
入
し
、
歌
詞
の
意
味
か
ら

歌
い
方
を
自
ら
考
え
、
表
現
し
て
い
き
ま
す
。

　

階
名
で
の
歌
唱
を
行
い
、
絶
対
音
感
の
習

得
を
目
指
し
ま
す
。

＊
年
中
時
に
行
わ
れ
る
「
お
楽
し
み
会
」
で

は
様
々
な
リ
ズ
ム
と
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
聴
き
合
い

な
が
ら
一つ
の
曲
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

③
ハ
ー
モ
ニ
ー

　

単
音
聴
音（
白
鍵
の
み
）と
和
声
聴
音（
Ｃ

／
Ｆ
／
Ｇ
）
を
行
い
、
和
声
感
と
ハ
ー
モ
ニ
ー

感
の
習
得
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
教
育
は
、
本
園
が
総
合
学
園
な

の
で
専
門
の
先
生
の
指
導
が
受
け
ら
れ
る
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
様
々
な
体
験
を

通
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
潜
在
能
力
を
引
き

出
し
、
豊
か
な
心
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

　

東
京
成
徳
学
園
後
援
会
は
、
幼
稚
園
か

ら
大
学
ま
で
の
各
校
よ
り
、
趣
旨
に
ご
賛

同
い
た
だ
く
会
員
並
び
に
特
別
会
員
を

募
り
組
織
し
て
い
ま
す
。
学
園
の
使
命
達

成
の
た
め
、
オ
ー
ル
東
京
成
徳
で
尽
力
し

よ
う
と
平
成
８
年
に
発
足
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
６
月
に
実
施
予
定
で
あ
っ
た
令

和
２
年
度
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
開
催
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
年
、
令
和
３
年
度
総
会
は
６
月
19
日

に
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
再
三
に
わ
た

る
緊
急
事
態
宣
言
の
延
長
に
よ
り
、
会
場

で
の
実
施
は
中
止
と
し
、
代
わ
り
に
書
面

に
よ
る
審
議
を
行
い
ま
し
た
。
総
会
資
料

を
会
員
宛
て
に
送
付
し
、「
予
算
案
」「
行

事
予
定
」
な
ど
の
４
案
は
原
案
ど
お
り
書

面
決
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
毎
年
１
月
に
後
援
会

と
学
園
が
親
睦
を
深
め
る
新
年
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
後
援
会
員
の
ほ
か
、
学

園
か
ら
学
園
長
、
理
事
長
、
各
校
の
教
職

員
が
参
加
し
、
盛
大
に
行
っ
て
い
ま
す
。

国
の
計
画
で
は
希
望
者
全
員
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
11
月
末
に
は
完
了
す
る
目
標

と
の
こ
と
。
令
和
４
年
１
月
の
新
年
会
に

は
、
大
勢
の
後
援
会
員
が
笑
顔
で
集
う
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

東
京
成
徳
学
園
後
援
会
の
ご
案
内

東京成徳学園後援会 目的および事業
本会は会員相互の親睦を図り、併せて学園の発展に寄与するこ
とを目的とし、次の事業を立案実施する。
1. 学園行事への参加協力。
2. 在学生の研究活動、部活動の助成。
3. 卒業生進路への協力。
4. 会員の親睦会、研修会の開催。　 　（東京成徳学園後援会会則より）

令和 3 年度 役員

役　職 氏　名 役　職 氏　名

会 長 藪 﨑 精 克 会 計 保 永 幸 子

副 会 長 遠 藤 洋 子 会 計 立 石 ひ と み

副 会 長 小 黒 好 男 会 計 監 査 石 塚 京 子

副 会 長 川 北 水 江 会 計 監 査 清 　 和 美

副 会 長 染 谷 一 子 顧 問 荒 井 千 恵 子

副 会 長 伊 藤 邦 夫 顧 問 藪 﨑 千 恵 子

幹 事 降 矢 　 弘 参 与 神 崎 敬 治

幹 事 星 　 和 子 参 与 金 澤 清 一

幹 事 菱 沼 一 弘

幹 事 坂 田 道 治

幹 事 熊 田 福 寿 ※任期：令和元年 6 月 15 日
～令和 4 年総会

名 誉 会 長 木 内 秀 俊 東京成徳学園長

名誉副会長 木 内 秀 樹 東京成徳学園理事長、短大学長、
中高学校長、幼稚園長

■ 学園後援会に関するお問い合せ
 電話：03–3911–5196　　担当：大橋、遠藤（事務）
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ひと『活躍する卒業生』

※  卒業生ご本人並びにご所属先のご意向により、WEB での記事掲載は
控えさせていただきます。
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ひと『活躍する卒業生』

※  卒業生ご本人並びにご所属先のご意向により、WEB での記事掲載は
控えさせていただきます。
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進路（進学・就職）

進
路  

進
学
・
就
職

大
学
・
短
期
大
学
の
就
職
・
進
路

就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
長  

稲
垣
久
美
子

コ
ロ
ナ
禍
で
の
就
職
活
動

　

現
在
４
年
生
の
就
職
活
動
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
を
強
く
受
け
ま

し
た
。
学
生
の
興
味
関
心
の
高
い
旅
行
、

航
空
、
ア
パ
レ
ル
関
連
、
娯
楽
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
な
ど
で
業
績
悪
化
が
見

ら
れ
、
新
卒
採
用
に
も
マ
イ
ナ
ス
の
影
響

が
で
て
い
ま
す
。
学
生
に
と
っ
て
は
就
職

先
と
し
て
の
興
味
関
心
の
幅
を
広
げ
る

こ
と
が
重
要
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
ま

た
、
ｅ
コ
マ
ー
ス
（
ネ
ッ
ト
で
売
買
す
る

サ
ー
ビ
ス
、
通
販
な
ど
）
や
物
流
・
倉
庫

な
ど
、
伸
び
て
い
る
業
界
に
着
目
し
て
も

ら
う
支
援
も
必
要
と
考
え
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
採
用

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
と
し
て
、

企
業
の
採
用
選
考
活
動
で
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
を
活
用
す
る
動
き
が
一
般
的
に
な
り
ま

し
た
。
企
業
紹
介
映
像
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

公
開
し
た
り
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
な
ど
の
会
議
シ

ス
テ
ム
を
用
い
て
面
接
し
た
り
す
る
方
法

が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
新
し
い
動
き
と
し

て
は
、
学
生
が
各
自
で
録
画
し
た
「
自
己

P
R
動
画
」
を
応
募
の
際
に
提
出
さ
せ
た

り
、
あ
ら
か
じ
め
設
定
さ
れ
た
質
問
に
答

え
る
「
録
画
面
接
」
を
一
次
面
接
に
活
用

し
た
り
す
る
企
業
が
増
え
て
い
る
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
最
終
面
接
は
対
面
で
行

う
と
し
て
も
、
そ
れ
に
至
る
選
考
プ
ロ
セ

ス
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
用
い
る
こ
と
が
主

流
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

大
学
と
し
て
の
対
応

　

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
就
職
活
動
が
進

む
中
、
本
学
も
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
じ
た
就

職
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
現
４
年
生
に

は
就
職
先
企
業
の
選
定
や
エ
ン
ト
リ
ー

シ
ー
ト
作
成
支
援
、
面
接
対
策
な
ど
具
体

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
の
み
な
ら
ず
、
学
生
が

抱
く
孤
立
感
や
漠
然
と
し
た
不
安
な
ど

の
相
談
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。
５
月
か

ら
は
現
３
年
生
全
員
を
対
象
に
し
た
個

人
面
談
を
実
施
し
、
一
人
一
人
の
状
況
を

伺
っ
て
い
ま
す
。
本
学
で
は
、
就
職
担
当

教
員
と
キ
ャ
リ
ア
支
援
担
当
職
員
が
連

携
し
な
が
ら
、
頻
繁
な
情
報
交
換
を
通
じ

て
、
一
人
一
人
の
学
生
の
状
況
に
き
め
細

か
く
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
就
職
活
動
支

援
を
目
的
に
し
た
授
業
で
は
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
取
り
入
れ
、
学
生
同
士
が
相
互

に
啓
発
し
合
い
な
が
ら
、
就
職
活
動
に
対

す
る
不
安
や
迷
い
を
共
に
乗
り
越
え
ら

れ
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
２
年
度
卒
業
生
の
進
路
状
況

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
長  

寺
田　

稔

　

令
和
２
年（
２
０
２
０
）度
は
、
そ
れ
ま

で
の
学
生
優
位
の
売
り
手
市
場
の
就
職
活

動
か
ら
一
変
し
、
企
業
優
位
の
買
い
手
市

場
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
言
う
ま
で

も
な
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
下
に

お
い
て
も
、
本
学
で
は
、
き
め
細
か
い
就

職
支
援
、
ま
た
教
員
と
職
員
が
協
働
し
て

の
就
職
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
た
た
め
、

下
記
の
と
お
り
学
部
・
学
科
に
よ
っ
て
は

昨
年
を
上
回
る
就
職
率
と
な
り
ま
し
た
。

大学の主な就職先
学部 主な就職先（過去３年）

人
文
学
部

【小売】青山商事 / コストコホールセールジャパン / セブン‐イレブン・ジャパン / ソフト
バンク /NAAリテイリング【飲食】日本 KFC ホールディングス / 叙々苑【宿泊】アパ
グループ / 東横イン / 京急イーエックスイン【卸売】SANEI【不動産】東急リバブル

【製造】新栄【医療】日本調剤【ガス】東上ガス【サービス】エイチ・アイ・エス / 沖
縄ツーリスト/ANAスカイビルサービス/ANA 成田エアポートサービス/ANAエアポー
トサービス / タイヨー【情報通信】日本企画 / 広域高速ネット二九六【教育】星槎グルー
プ / サンシャインキッズアカデミー【福祉】ベネッセスタイルケア / アズパートナーズ 

【公務】千葉県職員 / 千葉市立中学校 / 四街道市立中学校 / 自衛隊

応
用
心
理
学
部

【金融】りそな銀行 / 東京シティ信用金庫 / 東京ベイ信用金庫【保険】住友生命保険 
【建設】東光電気工事【不動産】ケイアイスター不動産【小売】スズキ自販京葉 / メ
ガスポーツ【卸売】渡辺パイプ / 小柳商事 / 橋本総業【情報通信】かんぽシステムソ
リューションズ / 東京京装コンピュータ / プログデンス / テクノプロ【医療】IMS グルー
プ / 愛友会 上尾中央総合病院 / 日本調剤【福祉】ベネッセスタイルケア / 桐和会 / ケ
ア 21【サービス】スタジオアリス / スクールパートナー / 綜合警備保障 / ファクトリー
ジャパングループ / マイナビ /ANA テレマート【製造】コカ・コーラボトラーズジャパン

【公務】長野県職員 / 江戸川区役所職員 / 千葉県警察

子
ど
も
学
部

【教職・保育職】小学校 / 幼稚園 / 保育所 / 認定こども園 / 学童保育 / 児童館 / 施設 等
【金融】りそなグループ / 朝日信用金庫【アパレル ( 子ども服ほか )】ストライプインター
ナショナル /F・O・インターナショナル【サービス】スタジオアリス / たまひよの写真ス
タジオ /リクルートメディカルキャリア / 森ビルホスピタリティコーポレーション / 三井不
動産ホテルマネジメント / 空のはね /biima【卸小売】赤ちゃん本舗 / スギ薬局 / ゾフ 

【不動産】エイブル【情報通信】KDDI【公務】春日部市職員 / 朝霞市職員

経
営
学
部

【金融】東京シティ信用金庫 / 朝日信用金庫 / 東京東信用金庫 / 川口信用金庫 / 水戸
信用金庫 / 飯田信用金庫【アパレル】アダストリア / ザラ・ジャパン / ジュン / ビームス
/ マッシュスタイルラボ /リーバイ・ストラウスジャパン / タカキュー【サービス】JTB/
キングラン / 東京美装興業 / 国際人材革新機構【卸小売】イトーヨーカ堂 / ウエルシア
薬局 / ビックカメラ / ヨドバシカメラ【エンタメ】ローソンエンタテインメント / つばさ
エンタテインメント【製造】コーセー / レナウン / コカ・コーラボトラーズジャパン / 東
洋食品【情報】システム技研【建設】川口土木建築工業【医療】ニチイ学館【公務】
世田谷区役所職員

学部ごとの進路状況
進路決定者 （就職決定者＋進学決定者＋留学・専門学校入学者 / 卒業者）

大学全体 短期大学人文 応用心理 子ども 経営

2020年度 83.4% 59.1% 78.2% 91.9% 88.4% 98.4%

2019年度 89.4% 76.2% 90.3% 91.4% 91.1% 94.6%

就職決定者（就職決定者 / 就職希望者）

大学全体 短期大学人文 応用心理 子ども 経営

2020年度 96.1% 89.7% 95.4% 96.5% 98.0% 100%

2019年度 96.2% 88.6% 94.7% 98.4% 98.6% 99.4%
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進路（進学・就職）

　

令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度
入
試
は
、

新
入
試
移
行
の
年
で
あ
り
、
大
学
入
試
セ

ン
タ
ー
試
験
に
代
わ
り
大
学
入
学
共
通
テ
ス

ト
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
大
学
に
よ
っ

て
は
大
き
な
入
試
改
革
が
行
わ
れ
、
選
考

方
法
に
も
影
響
し
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
異
例
の
コ
ロ
ナ
禍
の
入
試
と
な

り
ま
し
た
。
高
校
で
は
休
校
や
遠
隔
授
業
が

続
き
、
大
学
で
も
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
や
説

明
会
等
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
止
に
な
る
な
ど
、

受
験
生
に
と
っ
て
は
、
混
乱
す
る
中
限
ら
れ

た
情
報
か
ら
志
望
大
学
を
選
ば
な
く
て
は
な

ら
な
い
厳
し
い
入
試
と
な
っ
た
１
年
で
し
た
。

高
等
学
校
の
進
学

東
京
成
徳
大
学
高
等
学
校

進
路
指
導
部
長  

平
川  

元
喜

　

令
和
２
年
度
の
卒
業
生
491
名
の
う
ち
、

進
学
者
は
446
名
で
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、

大
学
408
名
、
短
大
11
名
、
専
門
学
校
27

名
で
す
。
進
学
率
は
91
％
で
、
中
で
も

大
学
進
学
率
は
全
体
の
83
％
と
な
り
、

前
年
並
と
な
り
ま
し
た
。
浪
人
は
43
名

で
、
２
年
連
続
で
減
少
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
加
え
、
初
め
て
の
共
通
テ

ス
ト
と
い
う
こ
と
を
意
識
す
る
大
学
入

試
と
な
り
ま
し
た
。
様
々
な
こ
と
へ
の
不

安
感
か
ら
か
、
昨
年
以
上
に
安
全
志
向

が
強
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
春
の
共
通
テ
ス
ト
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験

だ
っ
た
２
０
２
０
年
と
比
べ
、
５
教
科
７
科
目

型
の
平
均
点
で
文
系
・
理
系
と
も
に
上
昇

し
ま
し
た
が
、
思
考
力
に
加
え
、
読
解
力
も

試
さ
れ
る
よ
う
な
問
題
が
散
見
さ
れ
、
改

め
て
基
礎
学
力
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
、
共
通
テ
ス
ト
リ
サ
ー
チ
後
の

出
願
検
討
や
２
次
試
験
対
策
を
十
分
に

行
っ
た
こ
と
で
、
筑
波
大
・
電
通
大
に
そ
れ

ぞ
れ
４
名
が
合
格
す
る
な
ど
、
国
公
立
大

学
に
合
計
39
名
が
合
格
し
ま
し
た
。
毎
年

40
名
前
後
の
国
公
立
大
学
合
格
者
を
輩

出
で
き
て
い
る
の
で
、
今
後
も
同
様
の
指
導

を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

私
立
大
学
の
一
般
選
抜
で
は
、
既
卒
受

験
生
の
減
少
や
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
首
都
圏
の
私
立
大
学
に
お
け
る
志
願

者
数
が
大
幅
に
減
っ
た
入
試
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
校
で
は
、
合
格
の
可
能
性
を
高
め
る

た
め
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
受
験

指
導
を
行
い
ま
す
。
一
般
選
抜
に
こ
だ
わ

ら
ず
、
高
校
で
得
た
知
識
や
経
験
を
武
器

に
、
総
合
型
選
抜
や
学
校
推
薦
型
選
抜
に

も
多
数
出
願
し
ま
し
た
。
学
校
推
薦
型
選

抜
（
公
募
制
）
に
お
い
て
は
、
多
く
の
先

生
方
に
面
接
指
導
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
、

合
格
率
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
生
徒
の
進
路
希
望
や
学
力
な
ど

を
総
合
的
に
考
え
、
多
種
多
様
な
ニー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
進
路
指
導
を
し
て
い
く
所
存
で
す
。

東
京
成
徳
大
学
深
谷
高
等
学
校

進
路
指
導
部
長  

木
村  

哲
久

　

令
和
２
年
度
の
深
谷
校
卒
業
者
数
297
名

の
進
路
状
況
は
、
大
学
168
名
、
短
大
26
名
、

専
門
学
校
83
名
、
就
職
12
名
、
浪
人
５
名
、

そ
の
他
３
名
で
し
た
。
大
学
、
短
大
へ
の

進
学
者
数
は
昨
年
よ
り
減
少
し
、
専
門
学

校
へ
の
進
学
者
が
増
加
し
た
と
い
う
結
果

と
な
り
ま
し
た
。

　

新
入
試
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
不
安
か
ら
、
安
全
志
向
、
年
内
に

入
試
を
終
え
た
い
と
い
う
希
望
が
多
く
、

指
定
校
推
薦
を
希
望
す
る
生
徒
・
保
護
者

の
増
加
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
止
や
、
個
別
相
談
の
機

会
が
減
少
し
た
こ
と
で
、
総
合
型
選
抜
の

出
願
者
は
減
少
し
ま
し
た
。
入
試
改
革
に

伴
う
試
験
内
容
の
変
更
も
各
学
校
で
対

応
が
様
々
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度

も
各
学
校
に
合
わ
せ
た
早
期
の
入
試
対
策

が
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
般
選
抜
に
お
い
て
は
、
定
員
厳
格
化

の
動
き
が
落
ち
着
い
た
こ
と
と
、
全
体
の
受

験
者
数
の
減
少
も
あ
り
、
難
関
大
学
を
目

指
し
て
最
後
ま
で
受
験
に
全
力
で
取
り
組

ん
だ
生
徒
に
と
っ
て
、
合
格
が
出
や
す
い
状

況
で
し
た
。
た
だ
、
依
然
と
し
て
３
月
末
の

追
加
合
格
も
行
わ
れ
て
お
り
、
最
後
ま
で

気
の
抜
け
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

新
入
試
が
始
まっ
た
こ
と
に
よ
り
、
一
般
選

抜
を
敬
遠
し
て
年
内
に
総
合
型
選
抜
や
学

校
推
薦
型
選
抜
を
選
択
す
る
層
と
難
関
大

学
を
目
指
す
成
績
上
位
層
と
の
二
極
化
が

進
ん
で
お
り
、
今
ま
で
以
上
に
ど
の
よ
う
な

入
試
形
態
で
合
格
を
目
指
す
か
が
重
要
に

なって
き
ま
し
た
。
本
校
で
も
今
後
の
入
試
情

報
に
注
意
し
な
が
ら
、
面
談
な
ど
を
通
じ
て

生
徒
・
保
護
者
に
対
し
て
進
路
実
現
に
向
け

た
適
切
な
出
願
指
導
を
行
って
い
き
ま
す
。

東京成徳大学高等学校
令和 2 年度　主な合格実績

国公立大学（準大学含む） 39 名
筑波　　　電気通信　千葉　埼玉
東京学芸　東京海洋　茨城　静岡　富山
東京都立　埼玉県立　都留文科　　会津
愛知県立　防衛大学校　　　　　など

難関私立大学 146 名
早稲田  慶應義塾  上智  東京理科
明治  青山学院  立教  法政  中央  学習院

併設の大学・短大 19 名
東京成徳大学　 東京成徳短期大学

（高等部・中高一貫部・浪人含む　延べ人数）
※高等部・中高一貫部それぞれの合格実績は各 HP をご覧ください

東京成徳大学深谷高等学校
令和 2 年度　主な合格実績

国公立大学 3 名
群馬  高知

私立大学 267 名
早稲田 明治 青山学院 中央 法政
武蔵 日本女子 順天堂 日本 東洋
専修 獨協 東海 大東文化 亜細亜
帝京 国士舘　　　　　　　など

併設の大学・短大 16 名
東京成徳大学（13 名）
東京成徳短期大学（3 名）

（浪人含む　延べ人数）
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クラブ活動等報告

2020（令和 2）年度　クラブ活動等 大会成績（2020年4月～2021年3月）
東京成徳大学
硬式野球部

2020 年度秋季リーグ戦　3 部 3 位

バスケットボール部（男子）

オータムカップ 2020 12 位

バスケットボール部（女子）

第 70 回記念関東大学女子バスケットボールリーグ戦　3 部 A ブロック 5 位

東京成徳大学高等学校
陸上部

第 83 回東京陸上競技選手権大会 男子　4 × 100m リレー 6 位
　　　走り高跳び 8 位（高 3）

女子　100m 4 位（高 3）

　　　三段跳び 5 位（高 3）

第 72 回東京都高等学校新人陸上競技対校選手権大会
男子　三段跳び 11 位（高 2）

　　　やり投げ 9 位（高 2）

　　　円盤投げ 14 位（高 1）

女子　ハンマー投げ 5 位（高 2）

バスケットボール部（男子）

2020 Tokyo Thanks Match
/ 東京都高等学校男子バスケットボール選手権大会 都ベスト 32

バスケットボール部（女子）

2020 Tokyo Thanks Match
/ 東京都高等学校女子バスケットボール選手権大会

準優勝
（全国出場）

SoftBank ウインターカップ 2020
第 73 回全国高等学校バスケットボール選手権大会

準優勝
優秀者

( ベスト 5) 2 名選出

卓球部

2020 年度全日本卓球選手権大会（ジュニア男子）東京予選 都ベスト 64
（高 2：2 名、高 1）

令和 2 年度東京都新人大会（学校対抗の部） 都ベスト 16

ラクロス部

第 18 回中高女子ラクロス秋季関東大会 準優勝（全国出場※）
※全国大会中止

バトントワリング部

第 48 回バトントワーリング全国大会日本バトン協会関東支部推薦（ビデオ審査）
高等学校　バトン編成　全国大会への推薦決定

U-18　バトン編成　全国大会への推薦決定

2020 ジャパンカップ マーチングバンド・バトントワリング全国大会
高等学校団体バトントワリング部門　　　3 位
バトントワリングオープン選手権　　　　優勝

書道部

第 29 回国際高校生選抜書展（書の甲子園） 秀作賞（高 2）、入選（高 3、高 2）

第 57 回創玄展　二科 漢字部　二科賞（高 2：3 名）、入選（非陳列）5 名

かな部　準二科賞（高 2、高 1）、
　　　　入選（陳列）（高 1：3 名）、入選（非陳列）3
名

第 57 回全国競書大会 団体　　　　　　 優秀団体賞  
学生部（個人）　毎日新聞社賞  ほか

第 57 回全国学生書道展 高校の部 　　　毎日新聞社賞（高 2）

英語部

大東文化大学文学部英米文学科主催
第 11 回全国高校生翻訳コンテスト 入選（高 3）

料理部

第 13 回スイーツ甲子園 高校生スイーツレシピチャレンジ 1 ツ星レシビ賞
（高 3・高 2 ペア）

その他

ユネスコ「国際数学の日」制定記念『私の数学のイメージ』表現コンクール
ポスター部門　優秀作品審査員各賞（高 1：5 名）、入選（高 1：4 名）

動画部門　　　優秀作品審査員各賞（高 1）

第８回 SAGE JAPAN CUP 第３位

東京成徳大学深谷高等学校
パワーリフティング部

第 80 回埼玉県パワーリフティング選手権大会（高校生の部）
 男子 59㎏級 優勝（高 2）、準優勝（高 2）、６位（高 2）

  66㎏級 ５位（高 2）、10 位（高 2）

  74㎏級 準優勝（高 1）

 団体戦  ４位

第 25 回ジャパンクラシックサブジュニアパワーリフティング選手権大会
 男子 59㎏級 優勝（高 2）

サッカー部

令和２年度第９９回全国高等学校サッカー選手権大会埼玉県予選 県ベスト 30

弓道部

令和２年度県民総合スポーツ大会兼高校弓道新人戦　　女子 個人　　優勝（高 2）

団体　　5 位

卓球部

令和２年度埼玉県学校総合体育大会（夏季大会）　　男子 県ベスト 32（高 1）

令和２年度埼玉県高等学校新人卓球大会　　男子 県ベスト 32（高 1）

東京成徳大学中学校
バスケットボール部（女子）

令和 2 年度東京都 U15 バスケットボール選手権大会
兼 第 1 回全国 U15 バスケットボール選手権大会東京都予選 準優勝

サッカー部（男子）

2020 第 12 回首都圏私立中学校チャンピオンズカップ 3 位

ラクロス部

令和 2 年度中学生女子ラクロス関東大会 優勝

東京成徳大学高等学校 女子バスケットボール部　　SoftBank ウインターカップ 2020 第 73 回全国高等学校バスケットボール選手権大会　準優勝

写真提供：日本バスケットボール協会
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学園の動き

　

東
京
成
徳
学
園
は
、
創
立
95
年
に
あ
た

る
令
和
２
年
度
、１
，６
４
２
人
が
卒
業
し
、

累
計
卒
業
者
は
12
万
８
千
人
を
超
え
ま
し

た
。
ま
た
、
令
和
３
年
度
は
、
１
，
５
９
４

人
の
入
学
者
を
迎
え
、
在
籍
す
る
学
生
・

生
徒
・
園
児
の
総
数
は
、
前
年
比
157
人
減

の
５
，
１
８
１
人
（
５
月
１
日
現
在
）
と

な
り
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
、
学
園
と
し
て
の
主
要
事

業
は
、
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
へ
の
優
先
的
な
取
り
組
み
（
遠
隔
授

業
等
の
支
援
、
大
学
・
短
大
学
生
へ
の
学

園
独
自
の
経
済
支
援（
10
万
円
給
付
）な
ど
） 

②
「
東
京
成
徳
ビ
ジ
ョ
ン
100
」
実
現
に
向

け
た
第
２
期
中
期
計
画
（
令
和
２
〜
４
年

度
）
の
推
進
（
ブ
ラ
ン
ド
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン

ト
、
タ
グ
ラ
イ
ン
の
策
定
、
重
点
項
目
の

施
策
展
開
な
ど
） 

③
幼
稚
園
園
舎
の
建
替

工
事
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
関
連
設
備
の
充
実 

④

私
立
学
校
法
改
正
に
合
わ
せ
た
寄
附
行
為

変
更
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
の
強
化
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
に
関
す
る
方
針
等
の
明
確
化

と
周
知
・
啓
発
、
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
等
教
育
部
門
（
大
学
・
短
大
）
の
主

要
事
業
と
し
て
は
、
①
喫
緊
の
課
題
と
し

て
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

へ
の
取
り
組
み
（
組
織
、
設
備
・
備
品
、

資
金
面
の
対
応
、
学
修
の
維
持
や
教
育
の

質
の
向
上
な
ど
）　

②
社
会
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
学
部
・
学
科
や
組
織
の
編
成
（
国

際
学
部
の
留
学
対
応
、
段
階
的
な
学
科
移

転
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
セ
ン
タ
ー
の
設
置
）   

③
改
革
総
合
支
援
事
業
や
客
観
的
指
標
に

基
づ
く
教
育
の
質
の
改
革
・
改
善　

④
ブ

ラ
ン
ド
・
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
、
タ
グ
ラ
イ

ン
の
策
定
と
建
学
の
精
神
の
再
認
識
、
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

中
等
教
育
部
門
（
中
学
・
高
校
）
の
主

要
事
業
は
、
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
を
講
じ
た
上
で
の
教
育
の
継
続

（
遠
隔
授
業
、
分
散
登
校
、
毎
朝
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
・
手

指
消
毒
の
励
行
な
ど
）　

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
一
層
の
強
化
・
拡
大
（
遠
隔
授
業
、

W
E
B
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
な
ど
）　

③

進
学
セ
ン
タ
ー
講
習
や
ス
タ
デ
ィ
サ
プ
リ

の
有
効
活
用
、
生
徒
の
自
主
学
習
の
奨
励
、

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

幼
児
教
育
部
門
（
幼
稚
園
）
の
主
要
事

業
は
、
①
万
全
を
期
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策　

②
園
舎
建
替
工
事

と
工
事
期
間
の
安
全
に
配
慮
し
た
保
育
教

育　

③
教
職
員
の
資
質
・
指
導
力
の
向
上

を
推
進
、
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
学
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

学校法人東京成徳学園 令和２年度決算報告
資金収支計算書

（令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで）　　（単位：千円）

収入の部
科　　　目 金　　額

学生生徒等納付金収人 4,173 ,475
手数料収人 118 ,498
寄付金収入 17,166
補助金収人 1,696 ,430
資産売却収人 393
付随事業・収益事業収人 1,363
受取利息・配当金収人 635
雑収入 208 ,174
借入金等収人 1,750
前受金収入 804 ,291
その他の収人 1,150 ,712
資金収入調整勘定 △ 1,124 ,127
前年度繰越支払資金 7,093 ,843
収入の部 合計 1 4 , 1 4 2 , 6 0 1

支出の部
科　　　目 金　　額

人件費支出 3,620 ,556
教育研究経費支出 1,258 ,396
管理経費支出 316 ,412
借入金等利息支出 19,816
借入金等返済支出 241 ,930
施設関係支出 773 ,807
設備関係支出 73,671
資産連用支出 0
その他の支出 502 ,577
資金支出調整勘定 △ 242 ,704
翌年度繰越支払資金 7,578 ,141
支出の部 合計 1 4 , 1 4 2 , 6 0 1

（注） 千円未満を四捨五入しているため、合計等に差異が
生じる場合があります。

事業活動収支計算書
（令和２年４月１日から令和３年３月３１日まで）　　　　　　　　　　（単位：千円）

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　　　目 金　　額
学生生徒等納付金 4,173 ,475
手数料 118 ,498
寄付金 1,803
経常費等補助金 1,670 ,911
付随事業収入 1,363
雑収入 231 ,446
教育活動収入計 6 , 1 9 7 , 4 9 6

事
業
活
動
支
出
の
部

科　　　目 金　　額
人件費 3,637 ,942
教育研究経費 2,068 ,675
管理経費 394 ,700
徴収不能額等 4,421
教育活動支出計 6 , 1 0 5 , 7 3 8

教育活動収支差額 91 ,758

教
育
活
動

外
収
支

教育活動外収入計 635
教育活動外支出計 19,816
教育活動外収支差額 △ 19 ,181

経常収支差額 72 ,577

特
別
収
支

特別収入計 43,001
特別支出計 33,010
特別収支差額 9 ,991

基本金組入前当年度収支差額 82 ,568

基本金組入額合計 △ 729 ,071

当年度収支差額 △ 646 ,503

前年度繰越収支差額 △ 10 ,399 ,583

基本金取崩額 610

翌年度繰越収支差額 △ 11 ,045 ,476

（参考）
事業活動収入計 6,241 ,132
事業活動支出計 6,158 ,564

貸借対照表
（令和３年３月３１日）　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

資産の部
科　　　目 金　　額

固定資産 41,918 ,994
　有形固定資産 39,595 ,301
　特定資産 2,229 ,996
　その他の固定資産 93,698
流動資産 8,167 ,309
資産の部 合計 5 0 , 0 8 6 , 3 0 3

負債の部
科　　　目 金　　額

固定負債 3,849 ,968
流動負債 1,782 ,388
負債の部 合計 5 , 6 3 2 , 3 5 6

純資産の部
科　　　目 金　　額

基本金 55,499 ,423
　第１号基本金 54,776 ,423
　第３号基本金 300 ,000
　第４号基本金 423 ,000
繰越収支差額 △ 11,045 ,476
純資産の部 合計 4 4 , 4 5 3 , 9 4 7

負債及び純資産の部 合計 5 0 , 0 8 6 , 3 0 3

令
和
２
年
度
事
業
の
概
要



— 20 —

学園の動き

部門 ビジョン100重点目標 2021（令和３）年度主要事業の内容

大　

学

社会ニーズに対応した
学部・学科編成

• ブランド・ステートメントとタグラインを 3 ポリシーに反映
• 教員ならびに学生の意見を聴取し、コロナ禍の中での学修環境並びに生活環境の整備
• カリキュラム見直しと教育内容の充実（新設学部・移転学科を中心に全学で）

教育の質向上
就業力や社会人基礎力の
育成での社会的評価の獲得

• 私立大学等改革総合支援事業・客観的指標に基づき教育の質向上に向けての改革・改善
• IR 情報を受けて、3 ポリシー、教育課程、授業内容及び方法の改善
• アクティブラーニングを含めた授業方法の見直しと学生の多様性に対応する授業方法の開発・実践
• 指標を作成し、各教育組織の教育・研究の質を評価
• 外部評価委員会、学生代表者委員会の意見を教育研究改善委員会により教育の改善・向上に活用
• 教員業績評価制度について、3 年目の昨年度実施結果を受けての改善

大学の発展につながる
グローバル化

•「グローバル教育センター」の年間活動計画の立案・実施及び学内広報の実施
• 留学先の新規開拓を通じた本学の海外ネットワークの拡充

短
期
大
学

社会ニーズに対応した
学科編成

• 入試問題について、ディプロマポリシー、アドミッションポリシーに則っているか検証・実施
• 特色ある「実践力・即応力・探求力」が身につく学生の育成
• 就職後の定着率について実態調査を実施

教育の質向上
就業力や社会人基礎力の
育成での社会的評価の獲得

• 令和 3 年 9 月に短期大学基準協会の認証評価を受審、その結果に基づくさらなる改善
• 私立大学等改革総合支援事業の推進、入学前教育に関し、設置高校での指導計画策定・実施によ

る指導を強化
• 保育研修会は今後オンライン化を推進し、免許状更新講習の認定講座として検討

短期大学の発展につながる
グローバル化

• 本学人材を有効に活用し、幼児教育学について国際的視野の展開、各国の保育情報の修学、グロー
バル化を推進

• ICT を活用した、本学独自のキッズ英語を開発し、授業に導入

高
等
学
校･

中
学
校

創造性と
チャレンジ精神を涵養し
主体的に学び、考え、
行動する人材を育成

• コロナウイルス感染拡大時における感染防止策、備品購入、オンライン授業、感染者発生時の対応
•「自分を深める学習」の深化・実施
• 高等部の「ＣＴＰ※ 1」プログラム、中高一貫部の探求型「理科プロジェクト」の推進
• 学校行事の生徒による主体的運営（コロナウイルス感染状況により実施検討）
• 学習指導要領改定にともなうカリキュラムの検討

グローバル人材の
育成の強化を図るとともに
社会的評価の獲得を目指して

• 中高一貫部の全員留学実施方法の検討・見直し、休暇中の語学研修プログラムの充実
• 英語４技能向上に向けての教員の資質向上、４技能習得への強化
• ＡＤＳ※ 2 認定校としての活動を通じてネットワークの拡大、片柳学園との連携による ICT 教育強化

大学入試の変化等にともなう
教育内容の変化への対応

• 大学入学共通テスト対策及び英語外部検定試験受験対策の強化
• 進学目標の設定と実現

深
谷
高
等
学
校
・
中
学
校

机上の学習をリアルな
主体的実体験へ
生徒の能力や学習意欲を
引き出す授業を展開

• 校外先進校視察研修、オンライン教育研修、校内互見授業などによる更なる授業改善の継続
• 学力の３要素に基づく授業の量的・質的向上、ICT 教育の環境整備とｅラーニングの着実な推進
• 全員のアクティブラーニング型授業の実践と公開授業の実施
• 外国人教員を活用したクリル（CLIL ※ 3）の実践

外国語教育の充実・
外国文化の理解などで
グローバル人材育成での
社会的評価の獲得

• 英語検定対策講座と個人指導の充実、2 次試験対策講習などの計画的開催
• 英語によるレシテーション大会・スピーチコンテスト・プレゼンコンテスト・ディスカッション・

ディベートの実施とその内容の充実
• 校内外の研修や先進校視察などによる指導力アップ、ネイティブ教員との協力による疑似留学体験の実践

大学入試の変化等にともなう
教育内容の変化への迅速な対応
受験指導における

「東京成徳深谷サポーター制度」
の導入検討も

• 大学入試改革への完全対応、英語４技能向上・資格取得に向けた指導の充実
• 新学習指導要領による教育課程移行への準備、「総合的な探求の時間」の効果的な実施
•「進学センター」にて、課外の講座を開講、一人ひとりの志望先・学力に応じた進路・学習を指導

幼
稚
園

幼児教育環境の変化に
対応する幼児教育の
プログラムの再構築

• 新園舎の建替え完了にともない、2 学期に新園舎への引っ越し
• 新園舎での保育実施にともなうカリキュラムの改善充実
• 令和４年度からの週 5 日保育と長期休業中の預り保育の実施、園名変更、制服変更の検討
• 上記にともなう就業規則改定、働きやすい職場の実現

学
園

グローバル人材育成のため、
学園全体の教育環境を
重点的に整備する

• コロナ禍を踏まえた見直し①「安心・安全」のための施策の実施、②「学習」「学修」の機会確保
• グローバル教育センターの内容充実
• ICT 教育環境の内容充実、設備・備品の更新、新機能・技術の備品導入検討（DX 推進、AI 分野）
• 英語コミュニケーション環境の見直しと整備（設備、人員他）～コロナ禍の環境変化を踏まえ

令和3年度事業計画（抜粋）

※ 1　 CTP（Critical Thinking Program）：「学び合い」を基本としたアクティブラー
ニングスタイルの「＋α」となる特別授業。

※ 2　 ADS（Apple Distinguished School）：iPad や Mac などの ICT を活用し、先進
的な教育に取り組む学校を Apple が認定する制度。

※ 3　 CLIL（Content and Language Integrated Learning）：他教科科目（理科や社
会科など）やテーマの内容の学習と外国語（主に英語）の学習を組み合わせた学習。
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学園の動き

　

令
和
３
年
３
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た

学
園
理
事
会
・
評
議
会
に
お
い
て
、
役
員
・

評
議
員
の
一
部
改
選
が
行
わ
れ
、
左
表
の

と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

新
井
邦
二
郎
理
事
・
評
議
員
、
渡
部
賢

理
事
・
評
議
員
が
退
任
さ
れ
、
後
任
と
し

て
吉
田
富
二
雄
氏
、
関
博
光
氏
が
理
事
・

評
議
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
に
評
議
員
に
一
谷
幸
男

氏
、
小
林
雅
央
氏
、
石
隈
利
紀
氏
の
３
名

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

（
就
任
）

理
事
・
評
議
員
　
吉
田
　
富
二
雄

　

平
成
24
年
、
筑
波
大
学
を
退
官
後
、
応

用
心
理
学
部
臨
床
心
理
学
科
長
・
教
授
と

し
て
着
任
。
応
用
心
理
学
部
長
を
経
て
、

令
和
３
年
よ
り
現
職
。
平
成
29
年
よ
り
学

園
評
議
員
。
博
士
（
心
理
学
）。

理
事
・
評
議
員
　
関
　
博
光

　

東
京
大
学
経
済
学
部
卒
業　

㈱
東
京

銀
行
入
行
、
支
店
長
等
を
歴
任
。
平
成
21

年
法
人
事
務
局
総
務
課
長
と
し
て
着
任
。

法
人
事
務
局
次
長
を
経
て
、
平
成
28
年
よ

り
現
職
。
同
年
よ
り
学
園
評
議
員
。

評
議
員
　
一
谷
　
幸
男

　

令
和
２
年
、
筑
波
大
学
を
退
官
後
、
応

用
心
理
学
部
臨
床
心
理
学
科
長
・
教
授
と

し
て
着
任
。
令
和
３
年
よ
り
現
職
。

博
士
（
医
学
）。

評
議
員
　
小
林
　
雅
央

　

日
本
大
学
文
理
学
部
卒
業　

ト
ー
ヨ
ー

サ
ッ
シ
㈱
、㈱
ア
ン
グ
ロ
ー
バ
ル
を
経
て
、

平
成
５
年
法
人
本
部
大
学
設
置
準
備
事

務
局
に
入
職
。
大
学
事
務
局
次
長
等
を
経

て
、
令
和
３
年
よ
り
現
職
。

評
議
員
　
石
隈
　
利
紀

　

平
成
28
年
、
筑
波
大
学
を
退
官
後
、
応

用
心
理
学
部
臨
床
心
理
学
科
教
授
と
し

て
着
任
。
平
成
29
年
よ
り
現
職
。

Ｐ
ｈ
．
Ｄ
．（
学
校
心
理
学
）。

（
退
任
）

理
事
・
評
議
員
　
新
井
　
邦
二
郎

　

平
成
22
年
、
筑
波
大
学
を
退
官
後
、
大

学
院
心
理
学
研
究
科
長
・
教
授
と
し
て
着

任
。
平
成
29
年
に
大
学
長
就
任
。
平
成
22

年
よ
り
学
園
評
議
員
、
平
成
29
年
よ
り
学

園
理
事
。
教
育
学
博
士
。

理
事
・
評
議
員
　
渡
部
　
賢

　

平
成
21
年
に
鹿
児
島
大
学
理
事
・
事
務

局
長
を
退
官
後
、
大
学
十
条
台
・
短
期
大

学
事
務
局
長
と
し
て
着
任
。
同
年
よ
り
学

園
評
議
員
、
平
成
24
年
よ
り
学
園
理
事
。

名
誉
教
授
授
与
、
学
術
顧
問
・
学
園
参
与

　

新
井
前
大
学
長
に
は
、
学
長
在
職
中
、

新
校
舎
、
学
部
移
転
、
国
際
学
部
新
設
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
な
ど
、
大
学
並
び
に

学
園
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

退
任
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
よ

り
、
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
す
る

と
と
も
に
、学
術
顧
問
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
渡
部
前
大
学
・
短
大
事
務
局
長
に

は
、退
任
後
に
学
園
参
与
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　

ご
両
名
に

は
、
引
き
続

き
、
東
京
成

徳
学
園
の
教

育
・
研
究
の

発
展
の
た
め

に
、
助
言
・

指
導
を
い
た

だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

役
員
・
評
議
員
の
改
選

理事・監事・評議員　　　　　　　　　　　　　  （注）選任区分順、〇：新任者、※：学外理事

役　職 氏　名 現　職
理事長・評議員 木　内　秀　樹 短期大学長、中学・高等学校長、幼稚園長
理 事・ 評 議 員 〇 吉　田　富二雄 大学長
理 事・ 評 議 員 神　田　　　正 深谷中学・高等学校長
理 事・ 評 議 員 木　内　雄　太 法人本部副本部長、中学・高等学校教諭、幼稚園副園長
理 事・ 評 議 員 〇 関　　　博　光 法人事務局長
理 事・ 評 議 員 前　田　雅　英 東京都立大学法科大学院名誉教授・講師 ※

理 事・ 評 議 員 青　柳　晴　久 赤城印刷株式会社代表取締役 ※

理 事・ 評 議 員 柳　澤　　　裕 ジャパンリアルエステイト投資法人執行役員 ※

監 事 黒　﨑　康　夫 株式会社黒﨑インターナショナル代表取締役
監 事 石　山　　　賢 前 法人事務局長
評 議 員 〇 一　谷　幸　男 大学応用心理学部長
評 議 員 村　山　　　純 大学副学長、大学経営学部長
評 議 員 〇 小　林　雅　央 大学事務局長、短期大学事務局長
評 議 員 染　谷　一　子 中学・高等学校同窓会長
評 議 員 遠　藤　洋　子 短期大学同窓会長
評 議 員 藪　﨑　精　克 学園後援会長、株式会社藪崎工務店代表取締役
評 議 員 安　見　克　夫 短期大学幼児教育科長
評 議 員 永　井　聖　二 大学子ども学部長
評 議 員 〇 石　隈　利　紀 大学院研究科長
評 議 員 津　島　泰　雄 津島歯科医院長
評 議 員 木　内　万里夫 住友精密工業株式会社、グロービス経営大学院大学准教授

写真左から 退任された渡部前大学・短大事務局
長と新井前大学長、木内理事長
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学園の動き

学
園
人
事令

和
３
年
１
月
～
６
月

職　員 教　員 昇
任
・
異
動

法人本部 大学・短期大学 幼稚園 深谷中学・高等学校 中学・高等学校 短大 大学 所
属

昇
任

昇
任

異
動

異
動

異
動

異
動

異
動

異
動

異
動

異
動

昇
任

昇
任

異
動

昇
任

就
任

昇
任

昇
任

昇
任

昇
任

昇
任

昇
任

昇
任

異
動

昇
任

昇
任

昇
任

昇
任

異
動

異
動

昇
任

就
任

就
任

龍
野　

祐
介

飯
田　

峰
丸

遠
藤　

岳
也

奈
良　

利
恵

山
田　

将
之

近
田　

英
昭

坂
尾　

麻
衣

八
角　

理
樹

柴
田　

真
美

勝
賀
瀬　

純
子

君
塚　

隆
太

内
田　

善
浩

渡

部　

賢

小
林　

雅
央

木
内　

雄
太

髙
根　

良
一

齋
藤　

祐
希

新
井　

大
器

石

川　

実

齋

藤　

恵

祐
川　

湧
哉

鈴
村　

佳
大

野
中　

修
也

佐
藤　

則
之

石
井　

英
樹

石
田　

和
也

田
中　

浩
二

朝
比
奈（
熊
切
）朋
子

別
府（
永
井
）さ
お
り

一
谷　

幸
男

村

山　

純

吉
田　

富
二
雄

氏
　
名

企
画
調
査
室
係
長

内
部
監
査
室
係
長
兼
法
人
事
務
局
総
務
課
係
長

教
務
課
員

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
支
援
課
員

施
設
課
主
任

総
務
課
主
任

教
務
課
主
任

入
試
広
報
課
係
長

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
係
長

教
務
課
係
長

入
試
広
報
課
係
長

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
支
援
課
長
兼
企
画
・
Ｉ
Ｒ
室

学
園
参
与

大
学
・
短
期
大
学
事
務
局
長

副
園
長
（
兼
務
）

教
諭

教
諭

教
諭

教
諭

教
諭

教
諭

教
諭

教
諭

高
等
学
校
教
頭
（
高
等
部
）

中
学
・
高
等
学
校
副
校
長
（
一
貫
部
）

高
等
学
校
副
校
長
（
高
等
部
）

幼
児
教
育
科
特
任
教
授

子
ど
も
学
部
子
ど
も
学
科
准
教
授

応
用
心
理
学
部
臨
床
心
理
学
科
准
教
授

応
用
心
理
学
部
長

臨
床
心
理
学
科
長
・
福
祉
心
理
学
科
長

副
学
長

経
営
学
部
長
・
経
営
学
科
長

学
長

配
属
・
役
職

企
画
調
査
室
主
任

内
部
監
査
室
主
任
兼
法
人
事
務
局
総
務
課
主
任

八
千
代
事
務
部
員

教
務
課
員

入
試
広
報
課
主
任

教
務
課
主
任

総
務
課
主
任

教
務
課
係
長

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
支
援
課
係
長

キ
ャ
リ
ア
支
援
課
係
長

入
試
広
報
課
主
任

企
画
・
Ｉ
Ｒ
室
係
長

大
学
・
短
期
大
学
事
務
局
長

大
学
・
短
期
大
学
事
務
局
次
長

園
長
補
佐
（
兼
務
）

専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

高
等
学
校
副
校
長
（
高
等
部
）

高
等
学
校
教
頭
補
佐
（
高
等
部
）

中
学
・
高
等
学
校
教
頭
（
一
貫
部
）

高
等
学
校
教
頭
（
高
等
部
）

幼
児
教
育
科
准
教
授

応
用
心
理
学
部
福
祉
心
理
学
科
准
教
授

応
用
心
理
学
部
福
祉
心
理
学
科
准
教
授

応
用
心
理
学
部
臨
床
心
理
学
科
長

経
営
学
部
長
・
経
営
学
科
長

応
用
心
理
学
部
長

前
　
任

教　員 採
用

幼稚園 深谷中学・高等学校 中学・高等学校 短大 大学 所
属

古
矢　

優
衣

鎌
苅　

彩
映

福

島　

琢

根
岸　

夕
子

阿
部　

直
子

田
中　

希
実

橋
本　

俊
明

松
沼　

克
門

C
H

A
N

  C
H

R
IS

T
IE

    S
O

H
 H

A
N

松
本　

紀
子

津
久
井　

康
明

磯
部　

知
愛

中
井　

雄
一
郎

鈴
木　

誠
二

佐
々
木　

丈
予

小
林　

規
江

小
西（
池
内
）瑞
穂

佐
藤　

章
子

茂
呂　

雄
二

長
島　

怜
央

李　

正

勲

稲
垣　

久
美
子

氏
　
名

教
諭

教
諭

専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

幼
児
教
育
科
助
教

幼
児
教
育
科
准
教
授

幼
児
教
育
科
教
授

経
営
学
部
経
営
学
科
准
教
授

経
営
学
部
経
営
学
科
准
教
授

応
用
心
理
学
部 

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
科
助
教

応
用
心
理
学
部 

臨
床
心
理
学
科
特
任
准
教
授

応
用
心
理
学
部 

臨
床
心
理
学
科
特
任
准
教
授

応
用
心
理
学
部 

臨
床
心
理
学
科
特
任
教
授

応
用
心
理
学
部
臨
床
心
理
学
科
教
授

国
際
学
部
国
際
学
科
特
任
准
教
授

国
際
学
部
国
際
学
科
准
教
授

人
文
学
部
共
通
領
域
部
特
任
教
授 

就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
長

配
属
・
役
職

職　員 教　員 退
職法人

本部
中学
高校 大学 幼稚園 深谷中学・高等学校 中学・高等学校 短大 大学 所

属

石

川　

眞

岡
野（
髙
田
）成
美

玉
井　

麻
結

深
山　

静
夫

土
橋　

美
沙

根
本　

清
美

笹
沼（
大
野
）ゆ
り

小
濱　

尊
之

佐
藤　

龍
馬

梶

原　

侑

T
R

E
G

U
R

T
H

A
 

  P
H

IL
IP

 
    P

A
U

L

湊
谷　

聡
子

荒
井　

和
夫

渡

邉　

晶

糸
山　

昌
己

倉
持　

俊
夫

直

井　

崇

刀
川　

啓
一

山
田　

裕
生

上
條（
仲
嶺
）菜
美
子

油
谷　

元
規

藤
﨑　

智
子

德
山　

美
知
代

宮
村　

り
さ
子

江
間（
北
川
）由
紀
夫

S
A

IT
O

  T
IM

O
T

H
Y

    JA
M

E
S

小
薗　

崇
明

猪

又　

優

新
井　

邦
二
郎

氏
　
名

法
人
事
務
局
次
長
・
総
務
課
長

事
務
部
員

入
試
広
報
課
員

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
支
援
課
長

教
諭
専
任
講
師

専
任
講
師

専
任
講
師

教
諭
専
任
講
師

専
任
講
師

教
諭
教
諭
幼
児
教
育
科
助
教

幼
児
教
育
科
教
授

経
営
学
部
経
営
学
科
教
授

子
ど
も
学
部
子
ど
も
学
科
准
教
授

子
ど
も
学
部
子
ど
も
学
科
特
任
教
授

応
用
心
理
学
部

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
科
助
教

応
用
心
理
学
部
臨
床
心
理
学
科
助
教

応
用
心
理
学
部

臨
床
心
理
学
科
特
任
准
教
授

応
用
心
理
学
部 

臨
床
心
理
学
科
特
任
教
授

応
用
心
理
学
部

臨
床
心
理
学
科
特
任
教
授

応
用
心
理
学
部
福
祉
心
理
学
科
助
教

応
用
心
理
学
部

福
祉
心
理
学
科
長
・
教
授

国
際
学
部
国
際
学
科
助
教

人
文
学
部
日
本
伝
統
文
化
学
科
助
教

人
文
学
部
共
通
領
域
部
特
任
教
授

学
長

応
用
心
理
学
部
臨
床
心
理
学
科
教
授

配
属
・
役
職

訃 

報

石 

川
　
眞
　 

法
人
事
務
局
次
長
・
総
務
課
長

令
和
３
年
６
月
８
日
ご
逝
去
、
58
歳
。

平
成
28
年
に
法
人
事
務
局
総
務
課
長
兼
文
書
課
長
と
し
て
ご
着
任
、

平
成
29
年
よ
り
法
人
事
務
局
次
長
兼
総
務
課
長
。
永
年
に
わ
た
り 

学
園
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
逝
去
を
悼
む
と
と
も
に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

訃 

報

荒
井 

和
夫
　
東
京
成
徳
大
学
中
学
・
高
等
学
校 

教
諭

令
和
３
年
６
月
25
日
ご
急
逝
、
60
歳

昭
和
58
年
に
英
語
科
教
諭
と
し
て
入
職
、
平
成
17
年
か
ら
平
成
31
年

ま
で
教
務
部
長
。
生
徒
や
同
僚
か
ら
の
信
頼
も
厚
く
、
親
身
な
生
徒

指
導
で
、
本
学
園
の
教
育
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
逝
去
を
悼
む
と
と
も
に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
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動画の閲覧は
右のQRコードをご利用ください。

■ブランド・ステートメントのコンセプトムービー（YouTube）東京成徳大学・東京成徳短期大学では、2025年の学園創立100年を迎

えるにあたり、ブランド価値向上の一環として、ブランド・ステートメ

ントを策定しました。

学園創立以来大切にしてきた「成徳」の精神を土台とすることで、本学

園にとって大きな意味を持つブランド・ステートメントとなっています。
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オープンキャンパス・お問い合わせ先

学校法人 東京成徳学園　　　　　　　https://www.tokyoseitoku.ac.jp/

東京成徳大学大学院 https://www.tsu.ac.jp/gra/ 電話 03-5948-5161
心理・教育相談センター https://www.tsu.ac.jp/center/tabid/210/Default.aspx 電話 03-5948-5162

東京成徳大学 https://www.tsu.ac.jp

東京キャンパス（十条） 電話 03-3908-4530
千葉キャンパス（八千代） 電話 047-488-7111

東京成徳短期大学 https://www.tsu.ac.jp 電話 03-3908-4530

東京成徳大学中学・高等学校

中高一貫部 https://www.tokyoseitoku.jp/js/ 電話 03-3911-2786
高等部 https://www.tokyoseitoku.jp/hs/ 電話 03-3911-5196

東京成徳大学深谷中学・高等学校

中学校 https://www.tsfj.jp 電話 048-573-1784
高等学校 https://www.tsfh.jp 電話 048-571-1303

東京成徳短期大学附属幼稚園 https://www.tokyoseitoku.ac.jp/t-kind/ 電話 03-3911-6337

東京成徳スイミングスクール 電話 03-3914-2383

学校法人　東京成徳学園　　　　〒 114-8526　東京都北区豊島 8-26-9　  TEL 03-3911-2411　  FAX 03-3911-6500
法人本部企画調査室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京成徳広報　第 50号　2021年 7月発行

東京成徳大学
国際学部
子ども学部

応用心理学部
経営学部

東京成徳短期大学 
幼児教育科


